
［市の人口］
71,604人
男=35,075人
女=36,529人
前月比－12人

［世帯数］
26,275世帯
前月比＋4世帯

平成19年３月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）
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全国の期待を受けて、新エネルギーに点火！全国の期待を受けて、新エネルギーに点火！
　 ちちぶバイオマス元気村発電所竣工式　 ちちぶバイオマス元気村発電所竣工式

［主な内容］
● 平成19年度　施政方針・予算のあらまし
● 芝桜開花期間中のイベント案内・交通規制
● 住宅リフォーム資金助成事業を実施します
● ちちぶバイオマス元気村発電所竣工式が開催されました
● 「お出かけ楽々バス利用券」を交付します！
● Bフレッツの「仮申込」募集を再び開始します！
● 秩父市職員人事異動



①
「
秩
父
市
財
務
諸
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
）」
を
公
開

　

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
多
く
の
市

民
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
監
視

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
健
全
財
政

を
堅
持
す
る
た
め
に
最
も
必
要
な
こ
と

と
考
え
、
本
年
中
に
公
開
し
ま
す
。

②
人
事
評
価
制
度

　

昨
年
か
ら
導
入
し
た
主
査
級
職
員
の

昇
任
試
験
に
加
え
、
本
年
か
ら
こ
の
制

度
を
導
入
し
、
職
員
の
質
の
向
上
と
更

な
る
進
化
を
図
り
ま
す
。

❷
市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

平
成
19
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
秩
父
市
議
会
３
月
定
例

会
が
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
初
日
、

栗
原
市
長
は
、
平
成
19
年
度
の
市
政
全
般
に
わ
た
る
施
政
方
針
を
表
明
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
全
文
に
つ
い
て
は
、
秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
層
の
知
恵
と

一
層
の
知
恵
と

　
　

工
夫
凝
ら
し
た

　
　

工
夫
凝
ら
し
た

　
　
　
　

自
治
体
経
営

　
　
　
　

自
治
体
経
営

③
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
試
行
導
入

　

今
ま
で
の
継
続
事
業
は
も
と
よ
り
、

新
規
事
業
に
つ
い
て
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
的
に
具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、

検
証
を
し
て
い
き
ま
す
。

④
市
長
の
職
務
権
限
の
一
部
の
委
任

　

契
約
事
務
の
更
な
る
透
明
化
を
図
り
、

信
頼
さ
れ
る
行
政
推
進
の
た
め
、
工
事

請
負
と
そ
れ
に
伴
う
業
務
委
託
契
約
に

関
す
る
事
務
の
全
て
を
副
市
長
に
事
務

委
任
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平成19年度施政方針を表明する
栗原市長

本
年
度
の

本
年
度
の主

要
施
策

主
要
施
策

　

昨
年
策
定
し
た
第
一
次
秩
父
市
総
合

振
興
計
画
「
近
未
来
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
２
０
０
６
」
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
７
つ
の
主
要
施
策
・
ま
ち
づ

く
り
の
柱
を
設
定
し
ま
し
た
。

１
森
と
水
の
力
を

森
と
水
の
力
を

　

未
来
に
つ
な
ぐ

　

未
来
に
つ
な
ぐ

「
環
境
の
ま
ち
」

「
環
境
の
ま
ち
」

●
「
う
つ
く
し
い
自
然
環
境
づ
く
り
」

○
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
事
業

　

昨
年
12
月
に
「
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス

元
気
村
発
電
所
」
が
完
成
し
、
全
国
か

ら
視
察
者
や
研
究
者
、
小
・
中
学
生
等

大
勢
の
方
に
施
設
を
訪
ね
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
・

運
搬
の
シ
ス
テ
ム
構
築
と
生
産
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
市
有
林
保
育
事
業
・
広
葉
樹
植
栽
整

備
事
業

○
潤
い
の
あ
る
河
川
環
境
づ
く
り
事
業

○
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン
調
査
事
業

　

台
所
な
ど
の
排
水
を
、
ス
ギ
・
チ
ッ

プ
等
を
使
用
し
て
三
次
処
理
し
、
河
川

等
の
水
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●
「
さ
わ
や
か
な
生
活
環
境
づ
く
り
」

○
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
○
秩
父
聖
地
公
園

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
「
墓
苑
拡

張
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、「
合
葬
墓
」

の
建
設
を
行
い
ま
す
。

●
「
こ
れ
か
ら
の
地
球
環
境
づ
く
り
」

○
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定 完成した「ちちぶバイオマス元気村発電所」

平成１９年度　施政方針平成１９年度　施政方針平成１９年度　施政方針



❸

○
廃
食
油
再
生
事
業

　

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
廃
食
油
か
ら
自

動
車
等
の
燃
料
と
し
て
利
用
で
き
る
Ｂ

Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
フ
ュ

ー
エ
ル
）
の
製
造
に
着
手
し
、
資
源
循

環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
促
進
の
た
め
、
吉
田
元
気
村
を

核
と
し
て
環
境
学
習
施
設
整
備
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

２
安
全
で

安
全
で住み

た
く
な
る　

住
み
た
く
な
る　

「
快
適
な
ま
ち
」

「
快
適
な
ま
ち
」

●「
魅
力
を
高
め
る
地
域
基
盤
づ
く
り
」

○
景
観
行
政
の
推
進

　

秩
父
の
新
た
な
顔
と
な
る
個
性
と
風

格
の
あ
る
景
観
を
創
造
し
て
い
く
た
め
、

関
係
者
等
と
協
議
し
な
が
ら
計
画
を
策

定
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
景
観
形
成
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
花
街
道
景
観
整
備
事
業

○
（
仮
称
）
こ
ど
も
遊
園
地
整
備
事
業

○
公
共
交
通
空
白
地
帯
解
消
事
業

　

市
民
の
生
活
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
公

共
交
通
網
の
再
編
に
着
手
し
ま
す
。

●
「
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
生
活
基
盤
づ

く
り
」

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業

○
上
水
道
の
整
備

　

上
の
台
・
峰
沢
地
区
の
水
圧
不
足
解

消
事
業
と
し
て
、
配
水
池
と
配
水
管
を

新
設
し
ま
す
。

○
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
事
業

　

本
年
度
、
大
滝
・
荒
川
簡
易
水
道
を

統
合
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
整
備

○
農
業
集
落
排
水
事
業

○
情
報
通
信
網
の
整
備

　

高
速
大
容
量
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
拡
大
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
の

誘
致
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
不
感
地
域
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
５
地
区
に
計
６
基
の

移
動
通
信
用
鉄
塔
を
整
備
し
、
不
感
地

域
の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

通
信
事
業
者
や
放
送
事
業
者
と
の
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
秩
父
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
策
定
事
業

　

建
築
物
の
耐
震
改
修
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
河
川
・
排
水
路
の
整
備

○
防
犯
・
危
機
管
理
・
消
防
防
災
体
制

の
整
備

○
「
自
主
防
災
組
織
」
へ
の
積
極
的
な

支
援

○
消
防
施
設
等
の
整
備

○
交
通
安
全

　

対
策
事
業

　

高
齢
者
の

交
通
安
全
教

室
や
世
帯
訪

問
を
一
層
充

実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
児

童
・
生
徒
に
わ
か
り
や
す
い
交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
て
、
交
通
事
故
防
止
対

策
お
よ
び
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

中津川地区に整備
された移動通信用
鉄塔施設

３
温
も
り
と

温
も
り
と

安
心
の
あ
る　
　

安
心
の
あ
る　
　

「
健
康
の
ま
ち
」

「
健
康
の
ま
ち
」

●
「
誰
も
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
基
本
健
診
お
よ
び
各
種
が
ん
検
診
の

実
施

○
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
策
定

○
各
種
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

安
心
し
て
高
校
受
験
に
臨
め
る
よ
う
中

学
３
年
生
を
対
象
に
接
種
費
用
の
補
助

を
実
施
し
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

○
高
校
総
体

　
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　

彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体
」
が
平
成
20
年

夏
季
に
開
催
さ
れ
、
本
市
で
単
独
開
催

す
る
相
撲
競
技
と
小
鹿
野
町
と
共
同
開

催
す
る
登
山
・
自
転
車
（
ロ
ー
ド
）
競

技
の
大
会
成
功
に
向
け
、
円
滑
な
大
会

の
準
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

主要事業【新：新規事業】

①森と水の力を未来につなぐ「環境のまち」
②安全で住みたくなる「快適なまち」

　　携帯電話用鉄塔設備・施設整備事業 

　　住宅リフォーム資金助成事業 30,000千円

環境事業研究（サニテーション調査・環

境技術実証モデル事業） 10,000千円

新　環境学習施設整備事業 7,650千円

　　市営林保育事業 35,415千円

　　バイオマス研究事業 18,040千円

　　観光トイレ設置事業

　　市道整備事業（幹線３号線ほか41路線）

 897,256千円

　　中央通線街路整備事業 250,015千円

　　（仮称）こども遊園地詳細設計委託

新　耐震改修促進計画策定業務委託
新　住宅用火災警報器取付補助 1,000千円

　　別所・巴川地区農業集落排水整備事業

 198,623千円

新　大滝簡易水道中央監視装置等改修事業
新　上の台・峰沢地区水圧不足解消事業

交通安全教室　交通安全教室　

秩父市では、相撲、登山、
自転車競技が行われます

市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。



❹
みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

●「
安
心
で
き
る
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」

○
平
日
夜
間
小
児
初
期
救
急
体
制

　

秩
父
郡
市
医
師
会
に
協
力
い
た
だ
き
、

４
月
か
ら
市
立
病
院
で
引
き
継
ぎ
ま
す
。

○
救
急
医
療
体
制
の
維
持

　

医
師
不
足
な
ど
の
理
由
で
体
制
の
維

持
が
大
変
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
市
立
病
院
が
中
心
と
な
り
救
急

医
療
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
設
置

　

す
べ
て
の
小

中
学
校
や
保
健

セ
ン
タ
ー
、
温

水
プ
ー
ル
に

28
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を

設
置
し
ま
す
。

●「
温
も
り
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

○
地
域
福
祉
の
充
実

○
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

在
宅
生
活
サ
ポ
ー
ト
促
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
商
店
街
等
に

事
業
委
託
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け
る
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
上
吉
田
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
吉

祥
苑
お
よ
び
上
吉
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
開
設

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　

要
介
護
状
態
の
軽
減
や
悪
化
防
止
を

図
る
た
め
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
委

託
先
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
よ
り
、

適
切
な
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

等
の
業
務
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
り
、
民
生
児
童
委
員
、
在
宅
福
祉
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
高
齢
者
虐
待
や
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
の
た
め
の

「
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
を
早
期
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

４
に
ぎ
わ
い
と

に
ぎ
わ
い
と

感
動
を
呼
ぶ　
　

感
動
を
呼
ぶ　
　

「
交
流
の
ま
ち
」

「
交
流
の
ま
ち
」

●
「
人
が
集
ま
る
観
光
づ
く
り
」

○
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
整
備
事
業

　

本
年
度
の
芝
桜
開
花
期
間
か
ら
芝
桜

交
通
渋
滞
対
策
や
園
内
警
備
お
よ
び
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
入
園
料

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
和
銅
遺
跡
周
辺
整
備
事

業
○
江
戸
巡
礼
古
道
整
備
事

業
○
（
仮
称
）
み
の
り
の
里

整
備
事
業

　

年
間
を
通
し
て
観
光
バ

ス
等
で
来
訪
す
る
大
勢
の

方
々
に
、
当
地
で
取
れ
た

そ
ば
や
川
魚
料
理
等
を
地

元
住
民
の
参
画
に
よ
り
提

供
す
る
と
と
も
に
、
農
産

物
の
販
売
な
ど
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
「
人
が
行
き
か
う
ま
ち
づ
く
り
」

○
国
際
交
流
の
推
進

○
交
流
居
住
推
進
事
業

　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
を
交
流
活
動

の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

等
を
実
施
し
、
観
光
か
ら
交
流
、
居
住

へ
と
つ
な
が
る
交
流
居
住
人
口
の
増
加

を
図
り
ま
す
。

●「
心
動
か
す
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

○
秩
父
祭
屋
台
保
存
修
理
事
業

○
半
縄
の
笠
鉾
の
修
理
事
業○

芸
術
文
化

　

創
造
事
業

　

新
し
い
秩

父
の
魅
力
を

創
造
し
て
い

く
た
め
「
市

民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
創
作

･
上
演
」
や

市民オーケストラに向けた公開レッスン市民オーケストラに向けた公開レッスン

「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
育
成
」
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
芸
術

活
動
に
よ
る
「
秩
父

芸
術
祭
」
を
さ
ら
に

全
国
に
向
け
て
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

５
す
ぐ
れ
た
価
値
を

す
ぐ
れ
た
価
値
を

生
み
出
す　
　
　

生
み
出
す　
　
　

「
活
力
の
ま
ち
」

「
活
力
の
ま
ち
」

●「
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
」

○
就
労
者
支
援
対
策

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
勤
労
観
、
職
業
観
を

養
い
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
と
と
も
に
秩
父
地
域
の
優
良
企

業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
秩
父
へ

の
就
職
を
促
し
若
年
者
の
定
住
を
推
進

し
ま
す
。

●
「
地
域
経
済
を
支
え
る
商
工
業
の
ま

ち
づ
く
り
」

○
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

○
工
業
団
地
整
備
お
よ
び
企
業
誘
致
事

業
○
中
小
企
業
地
域
再
生
振
興
資
金
利
子

補
給
事
業

○
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定

事
業

　

総
合
振
興
計
画
等
に
基
づ
く
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
対
し
、
国
の
支
援
を

受
け
る
た
め
「
新
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

○
ま
ち
な
か
賑
わ
い
事
業

主要事業【新：新規事業】

③温もりと安心のある「健康のまち」
④にぎわいと感動を呼ぶ「交流のまち」

　　障害者自立支援事業 583,477千円
新　自動体外式除細動器（リース） 2,500千円
新　中学３年生インフルエンザ予防接種委託
 2,000千円
　　（仮称）みのりの里整備工事
新　和銅遺跡周辺整備事業
　　全国高等学校総合体育大会準備費
 6,500千円
新　（仮称）荒川格技場測量設計業務等委託
新　市立病院オーダーリングシステム導入
新　市立病院救急外来棟設計委託
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●
「
自
立
し
た
農
林
水
産
業
の
ま
ち
づ

く
り
」

○
中
山
間
総
合
整
備
事
業

○
遊
休
農
地
対
策
事
業

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

農
林
業
者
の
作
物
は
も
と
よ
り
一
般

市
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、
野

生
動
物
と
の
共
存
に
配
慮
し
な
が
ら
有

害
鳥
獣
捕
獲
や
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
等

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
特
定

外
来
生
物
防
除
事
業
も
合
わ
せ
て
実
施

し
ま
す
。

６
健
や
か
に

健
や
か
に

成
長
で
き
る　
　

成
長
で
き
る　
　

「
共
育
の
ま
ち
」

「
共
育
の
ま
ち
」

●「
親
と
子
が
共
に
育
つ
環
境
づ
く
り
」

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

を
、
７
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
に

拡
大
し
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と

名
称
変
更
を
し
ま
す
。

○
保
育
所
の
保
育
時
間
の
延
長

　

永
田
保
育
所
に
お
い
て
、
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
午
前
７
時
30
分
か
ら
午

後
６
時
30
分
ま
で
の
11
時
間
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

　保育時間が延長される
永田保育所　

○
「
学
童
保
育
」
の
充
実

○
私
立
学
童
保
育
室
保
育
料
補
助
金

　

私
立
・
公
立
の
学
童
保
育
室
に
お
け

る
保
育
料
の
負
担
格
差
を
な
く
す
よ
う
、

私
立
学
童
保
育
室
の
入
室

保
護
者
に
補
助
金
を
支
給

し
ま
す
。

○
「
ふ
れ
あ
い
学
校
」
の

拡
充

●
「
未
来
を
担
う
人
を
育

む
学
校
づ
く
り
」

○
教
育
環
境
の
整
備
事
業

　

秩
父
第
一
中
学
校
お
よ

び
吉
田
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
３
学
期
か
ら
新
校
舎

で
授
業
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
荒
川
東
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
20
年
度
ま
で

の
２
か
年
事
業
と
し
て
改
築
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
高
篠
中
学
校
体
育
館
に
つ

い
て
も
、
改
築
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、

本
年
度
は
解
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

工事が進む秩父第一中学校

○
秩
父
大
好
き
人
間
の
育
成

○
秩
父
市
未
来
創
造
こ
ど
も
議
会

○
特
別
支
援
教
育
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
支
援
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
小
学
校
３
校
に
各
１
人
、
特

別
支
援
教
育
補
助
員
を
配
置
し
ま
す
。

●「
生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」

○
生
涯
学
習
活
性
化
事
業

　
（
仮
称
）
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
「
秩
父
校
」
の
本
年
早
期
開
設
を

目
指
し
ま
す
。

７
互
い
に
助
け
あ
う

互
い
に
助
け
あ
う

「
協
働
の
ま
ち
」

「
協
働
の
ま
ち
」

●
「
と
も
に
築
く
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
」

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

市
民
団
体
等
と
の
協
働
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
市
民
参
画
の
機
会
を
拡
充
し
、

市
民
と
行
政
と
の
適
切
な
役
割
分
担
に

よ
る
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
事
業

●「
温
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
」

○
人
権
意
識
の
啓
発

○
町
会
等
と
の
連
携

　

町
会
等
と
行
政
が
対
等
な
立
場
に
お

け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
地
域
社
会
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
町
会

等
の
事
務
費
」、「
健
康
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
対
し
て
の
助
成
を
本
年
度
も
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

○
市
政
報
告
会
の
開
催

●
「
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ

く
り
」

○
工
事
成
績
評
定
事
務
改
善
事
業

○
職
員
研
修
の
充
実
（
人
材
育
成
方
針

の
推
進
）

　

人
材
育
成
方
針
に
基
づ
き
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
自
覚
し
、
自
ら
の
意
識
改

革
、
資
質
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
高
度
研
修

○
総
合
窓
口
の
充
実

　

総
合
窓
口
は
、
よ
り
一
層
市
民
サ
イ

ド
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
に
窓
口
を
開
庁
し
て
一

部
業
務
を
行
う
な
ど
、
一
年
３
６
５
日

市
役
所
の
窓
口
を
開
庁
し
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

主要事業【新：新規事業】

⑤すぐれた価値を生み出す「活力のまち」

⑥健やかに成長できる「共育のまち」

⑦互いに助けあう「協働のまち」

新　乳幼児医療費（小学校３年生まで対象拡大）

 132,400千円

新　私立学童保育室保育料補助 2,000千円

新　まちなか賑わい事業補助 8,000千円

教育相談員・さわやか相談員配置事業（教

育相談事業） 22,272千円

新　荒川東小学校校舎改築工事

新　高篠中学校体育館解体工事



❻

　

景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
地
域
経
済
は
回
復
途
上
に

あ
り
、
地
方
財
政
は
未
だ
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
地
方
財
政
制
度
の
変
革

期
の
な
か
、
大
き
な
税
収
の
増
加
は
期

待
で
き
ず
、
ま
た
、
国
庫
補
助
負
担
金

の
ス
リ
ム
化
に
合
わ
せ
た
地
方
交
付
税

の
削
減
な
ど
、
今
後
も
財
源
の
確
保
は

厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理

費
の
増
大
が
、
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民

生
活
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の

都
市
基
盤
整
備
も
不
可
欠
で
あ
り
、
財

政
運
営
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
に

あ
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
経
常
経
費
の
徹
底
的
な

見
直
し
を
図
り
、
安
易
な
前
例
踏
襲
に

よ
る
予
算
要
求
を
す
る
こ
と
な
く
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
英
知
と
創
意
工
夫
に

よ
り
歳
出
全
般
の
聖
域
な
き
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秩
父
市
総
合
振
興
計
画
「
近

未
来
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

２
０
０
６
」
の
基
本
計
画
に
基
づ
い
た

事
業
に
重
点
的
に
配
分
し
た
ほ
か
、
新

市
全
域
に
お
い
て
均
衡
の
と
れ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う
十
分
に

考
慮
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、
２
８
７
億
５
，
６
２

９
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
と
の
比
較
で

は
、
２
・
９
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

秩
父
市
予
算
の
あ
ら
ま
し

秩
父
市
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
19
年
度

　　　　　287億5,629万円　　（＋2.9%）
　　　　　199億6,438万9千円（＋2.2%）
　　　　　 61億9,582万5千円（＋5.5%）
　　　　　549億1,650万4千円（＋2.9%）

「
環
境
重
視・経
済
回
生
」

　
　
　
『
総
事
業
総
ざ
ら
い
方
式
』

　
　
　
　
　
　

総
合
振
興
計
画
の
ま
ち
づ
く
り

一般会計
特別会計
企業会計
総　　額

（対前年度比）

予
算
の
概
要

①
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢

②
歳
入
に
つ
い
て

　

個
人
住
民
税
所
得
割
や
、
企
業
業
績

の
回
復
基
調
を
反
映
し
た
法
人
市
民
税

増
収
な
ど
、
市
税
収
入
は
増
額
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
の
影
響
に
よ
り
所
得
譲
与
税
の
廃
止

や
、
地
方
交
付
税
が
前
年
度
予
算
を
下

回
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
県
支
出

金
は
携
帯
電
話
用
鉄
塔
設
備
や
街
路
整

備
事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

③
歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
面
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

秩
父
第
一
中
学
校
や
吉
田
中
学
校
、
ま

た
、
今
年
度
か
ら
は
荒
川
東
小
学
校
の

改
築
が
始
ま
り
、
教
育
面
で
大
規
模
な

事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、
教
育
費
が
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
生
費
に

お
い
て
も
、
乳
幼
児
医
療
費
の
小
学
校

３
年
生
終
了
ま
で
の
年
齢
拡
大
を
図
る

な
ど
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
は
、
国
庫

補
助
金
や
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

合
併
特
例
事
業
を
最
大
限
に
有
効
活
用

し
、
適
正
な
事
業
実
施
が
図
れ
る
よ
う

創
意
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。
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平成19年度一般会計は

2828,,756756,,290290千円千円予算予算
としました

ふたつの 花 で 色 づ く

平成19年度　秩父市予算

会　計　別　予　算　規　模
会　　計　　別 平成19年度予算額A 平成18年度予算額B 比較増減A －B 伸び率

一 般 会 計 28,756,290 27,958,443 797,847 2.9%
特 別 会 計 19,964,389 19,544,043 420,346 2.2%

内　
　
　
　

訳

国民健康保険（事業勘定） 7,512,737 7,063,852 448,885 6.4%
国民健康保険（診療施設勘定） 123,472 119,993 3,479 2.9%
老 人 保 健 6,151,009 6,214,732 △ 63,723 △ 1.0%
介 護 保 険 4,212,593 4,007,609 204,984 5.1%
下 水 道 事 業 1,436,843 1,342,298 94,545 7.0%
農 業 集 落 排 水 事 業 301,149 378,875 △ 77,726 △ 20.5%
戸別合併処理浄化槽事業 147,177 185,075 △ 37,898 △ 20.5%
公 設 地 方 卸 売 市 場 47,019 32,570 14,449 44.4%
駐 車 場 事 業 32,390 1,039 31,351 3,017.4%
簡 易 水 道 事 業 0 198,000 △ 198,000 △ 100.0%

企 業 会 計 6,195,825 5,872,860 322,965 5.5%
内
訳

水 道 事 業 3,452,156 3,171,790 280,366 8.8%
市 立 病 院 事 業 2,743,669 2,701,070 42,599 1.6%

合 計 54,916,504 53,375,346 1,541,158 2.9%

（単位：千円）

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

歳入
287億5,629万円

市税
89億3,731万4千円
31.1％

地方交付税
61億1,500万円
21.3％

市債
38億3,260万円
13.3％

国庫支出金
22億1,016万6千円
7.7％総務費

34億5,430万8千円
12.0％

公債費
32億7,237万3千円
11.4％

衛生費
27億8,377万1千円
9.7％

消防費
13億4,549万8千円
4.7％

その他
18億6,778万8千円
6.5％

繰入金
16億8,922万1千円
5.9％

県支出金
16億6,459万円
5.8％ その他

43億739万9千円
14.9％

歳出
287億5,629万円

民生費
71億3,760万4千円
24.8％

教育費
51億6,488万9千円
17.9％

土木費
37億3,005万9千円
13.0％

は　　　な い　　　ろ
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村
田
軍
司
氏
が
、
３
月
31
日
付
け
で
、

助
役
を
退
任
し
ま
し
た
。

　

村
田
氏
は
、
旧
秩
父
市
の
収
入
役
を

務
め
た
後
、
平
成
17
年
５
月
24
日
に
新

「
秩
父
市
」
の
初
代
助
役
に
就
任
、
約

１
年
10
か
月
栗
原
市
長
の
補
佐
役
と
し

て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
地
方

村
田
軍
司
氏
が

村
田
軍
司
氏
が

助
役
を
退
任

助
役
を
退
任

自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
３
月
31
日

で
助
役
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

こ
れ
に
伴
い
退
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
助
役
の
職
務
は
副
市
長
に
引

き
継
が
れ
ま
す
。

　

田
代
勝
三
氏
が
、
４
月
１
日
付
け
で
、

副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

田
代
氏
は
、
秩
父
市
に
お
い
て
産
業

経
済
部
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職
で
、

従
来
の
助
役
の
職
務
に
加
え
、
契
約
事

務
の
公
平
・
公
正
・
透
明
性
を
よ
り
高

め
る
た
め
、
工
事
請
負
と
そ
れ
に
伴
う

業
務
委
託
契
約
に
関
す
る
事
務
の
全
て

の
権
限
が
、
市
長
か
ら
委
譲
さ
れ
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

田
代
勝
三
氏
が

田
代
勝
三
氏
が

副
市
長
に
就
任

副
市
長
に
就
任

①
副
市
長
の
設
置

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
助
役
を
廃
止
し
、

新
た
に
副
市
長
を
置
き
ま
し
た
。

②
会
計
管
理
者
の
設
置

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
収
入
役
を
廃
止

し
、
新
た
に
一
般
職
の
会
計
管
理
者
を
置
き
ま
し
た
。

③
教
育
委
員
会
所
管
事
務
の
移
管

　

従
来
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
で
所
管
し
て
い
た
事

務
（
図
書
館
を
除
く
）
を
、市
長
部
局
に
移
管
し
ま
し
た
。

④
そ
の
他

　

部
課
の
名
称
変
更
、
課
の
新
設
・
統
廃
合
お
よ
び
所

管
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
行
革
課　

☎
22

－

２
２
０
２
（
直
通
）

４
月
か
ら

４
月
か
ら

　

市
役
所
の
組
織
が

　

市
役
所
の
組
織
が

　

一
部
変
わ
り
ま
し
た

　

一
部
変
わ
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
組
織
機
構
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旧 新 電話番号 場　　所

市長室企画課 市長室政策行革課 変更なし 変更なし

（新　設） 市長室ふるさと創造課 ☎22‒2823 本庁舎２階

市民生活部生活衛生課 環境農林部生活衛生課 変更なし 歴史文化伝承館
１階

（場所の移動） 環境農林部バイオマ
ス・環境総合研究所 変更なし 歴史文化伝承館

１階

産業経済部
（工業振興課、商業
振興課、観光振興課）

産業観光部
（工業振興課、商業
振興課、観光振興課）

変更なし 歴史文化伝承館
５階

（新　設） 地域整備部教育施設課 ☎25‒5226 歴史文化伝承館
３階

教育委員会学校教育部 教育委員会事務局 変更なし 変更なし

教育委員会吉田・大
滝・荒川事務所

（廃止）※一部の事務（総合支所総務課に移管）を除き、
教育委員会事務局（本庁）に移管

生涯学習部生涯学習課（廃止）※青少年に関する事務は市民生活課、生涯学習に関する事務は中央公民館に移管

生涯学習部
文化財保護課 産業観光部文化財課 変更なし 歴史文化伝承館

５階

生涯学習部
スポーツ健康課

市民生活部
市民スポーツ課 変更なし 本庁舎３階

総合支所市民支援課・
健康福祉課 総合支所市民福祉課 変更なし 変更なし

総合支所産業振興課・
地域整備課 総合支所地域振興課 変更なし 変更なし

水道部営業課 水道部業務課 変更なし 変更なし

村 田 軍 司 氏

田 代 勝 三 氏

今回の組織改正に伴い、名称・場所の変更等があった部課
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皆さんこんにちは。先月は、各小・中学校で
感動の卒業式が行われました。今年、市内の小
学校から中学校へ進む生徒は725人で、中学校
の卒業生は785人でした。
特に、中学校は長い義務教育を終え、高校進
学を始め、仲が良かったお友だちとも進路が変
わることもあってか、影森中学校生まれの卒業
ソング「旅立ちの日に」の歌詞、「今　別れの
時　飛び立とう　未来信じて・・・」を熱唱し、
きっと涙溢れる感動の卒業式になったことかと
思います。
今、この「旅立ちの日に」を、日本最高の人
気アイドルグループ「SMAP」が、テレビコマ
ーシャルで歌っていて大きな話題となり、音楽
配信サービス部門では第１位にランクインして
いるそうです。お陰で、秩父ミューズパークに
整備した「旅立ちの丘」も、高台に登るとこの
名曲が流れることから、にわかに脚光を浴び、
賑わい始めています。ぜひ、皆さんも出かけて
みてください。絶景ですよ！
ところで、「地域の宝」、「明日の秩父の担い手」
となる子どもたちの数の変化を知って、ちょっ
と恐ろしさを感じました。ちょうど今から50年
前の小学校入学児童は2,000人位おりましたが、
20年前には1,000人ちょっと位まで減りました。
今年は、なんと639人の新入学生になってしま
いました。
さらに、子ども数が気になるので、「国立社
会保障・人口問題研究所」で使用するデータで
秩父市の「将来子供数」を算出したところ、10
年後の１年生は500人位で、20年後の新入生は
400人を下回るかもしれないとの結果が示され
ました。
秩父にとってかけがえのない子どもたちです。
家庭、地域、行政が一体となって、「共育のまち
づくり」を進めます。今年は、小学３年生まで
医療費が助成対象になります。そして、「学童保
育」や「ふれあい学級」さらには「こども遊園地」
など、みんなで子どもを守り、育てられる場所
づくりを進めていきたいと思います。
応援よろしくお願いします。

　

今
回
の
組
織
改
正
に
よ
り
、
収
入
役

が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
会
計
管
理
者
が

置
か
れ
ま
し
た
が
、「
秩
父
市
収
入
役
」

と
記
載
さ
れ
た
納
入
通
知
書
や
口
座
振

替
依
頼
書
は
、
引
き
続
き
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
秩
父
市
会
計
管
理
者
」
の
設

置
に
伴
い
、
口
座
振
り
替
え
時
の
記
帳

名
も
変
更
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課

　

☎
25

－

５
２
１
９
（
直
通
）

会
計
管
理
者
の

会
計
管
理
者
の

　
　
　

設
置
に
伴
う

　
　
　

設
置
に
伴
う

　

納
入
通
知
書
・

　

納
入
通
知
書
・

　
　

口
座
振
替
等
の

　
　

口
座
振
替
等
の

　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

㈱
秩
父
開
発
機
構
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ズ

パ
ー
ク
の
パ
ー
３
ゴ
ル
フ
場
の
一
部
に

つ
い
て
花
園
を
整
備
す
る
「
秩
父
ミ
ュ

ー
ズ
パ
ー
ク
（
仮
称
）
花
回
廊
ガ
ー
デ

ン
」
造
成
計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
等
を
提
出
で
き
る
方

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

•
市
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

•
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
方

資
料
の
閲
覧
場
所

•
市
役
所
ふ
る
さ
と
創
造
課

•
各
総
合
支
所
総
務
課

•
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

①
記
載
事
項　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
お
よ
び
ご
意
見
（
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
は
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
提
出
方
法　

担
当
課
へ
持
参
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

※
様
式
は
自
由
で
す
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
花

回
廊
計
画
へ
の
意
見
」
と
し
て
く
だ

さ
い
。

意
見
募
集
期
間　

５
月
２
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
等
を
添

え
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
役
所
ふ
る
さ
と
創
造
課

　

〒
３
６
８

－

８
６
８
６　

　

熊
木
町
８

－

15

　

☎
22

－

２
８
２
３

24

－

７
２
７
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

fu
ru
sato

@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

秩父ミューズパーク秩父ミューズパーク

「ガーデン造成計画」（案）への「ガーデン造成計画」（案）への
　　　ご意見を募集します　　　ご意見を募集します
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芝
桜
の
観
賞
に
お
出
で
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
秩
父
の
魅
力
を
広
く
感
じ
て

い
た
だ
き
、
ま
ち
な
か
観
光
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
芝
桜
ま
つ

り
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
芝
桜
の
丘
を
は
じ
め
、
妙
見
の

森
公
園
、
ち
ち
ぶ
銘
仙
館
な
ど
で
下
表

の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を

ま
ち
な
か
無
料
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

運
行
し
ま
す

　

羊
山
公
園
発
↓
妙
見
の
森
公
園（
秩

父
神
社
前
）行
き
、芸
術
文
化
会
館
前

（
道
の
駅
ち
ち
ぶ
脇
）発
↓
羊
山
公
園

行
き
の
２
ル
ー
ト
に
て
、４
月
21
日
㈯
〜

５
月
６
日
㈰
の
期
間
毎
日
運
行
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

　

芝
桜
の
丘
の
概
要
、
交
通
渋
滞
対
策
、

入
園
料
、
ま
ち
な
か
で
の
催
し
な
ど
、

音
声
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

芝
桜
の
開
花
時
期
に
は
、
吉
田
地
区

の
カ
イ
ド
ウ
や
ス
イ
セ
ン
、
大
滝
地
区

の
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
荒
川
地
区

の
し
だ
れ
桜
や
水
芭
蕉
な
ど
も
美
し
く

咲
き
誇
り
ま
す
。
芝
桜
の
観
賞
に
あ
わ

せ
て
、
市
内
の
花
め
ぐ
り
や
ま
ち
な
か

散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

市
内
の
花
め
ぐ
り

市
内
の
花
め
ぐ
り

芝
桜
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

☎
22

－

２
８
１
６

芝桜開花期のイベント一覧
事　　　　　業 概　　　　　　　要 実　施　期　間・会　場 問い合わせ

まちなか無料バス
羊山公園第一駐車場から妙見の森公園（秩父神社前）
まで、芸術文化会館前（道の駅ちちぶ脇）から羊山公
園第一駐車場の２ルートを一日３台のバスが随時運行

羊山公園第一駐車場→妙見の森公園（秩父神社前）、芸術文化会館
前（道の駅ちちぶ脇）→羊山公園第一駐車場
４月21日㈯～５月６日㈰の期間毎日

芝桜まつり実行委員会
（事務局：市観光振興課
☎25－5209）

芝桜まつり
①臨時観光案内
②秩父路の特産市
③秩父音頭流し

芝桜観賞にお出でいただいた観光客に秩父地域の魅力を
広く紹介し、秩父観光のリピーター育成を目的に開催
①秩父地域の観光案内
②秩父の特産品などの臨時売店
③秩父民踊連合会による芝桜の丘での秩父音頭流し

芝桜の丘となり
①４月1日㈰～５月６日㈰
②４月1日㈰～５月６日㈰
③芝桜の見ごろの最初と終わりの時期

秩父のグルメフェア

芝桜観賞にお出でいただいた観光客に、秩父ミューズ
パークも訪れていただくようイベントを開催
①秩父ミューズパークスポーツの森で「手打ちそば」
や「ホルモン焼」の提供（11時開店～売り切れまで）
②食べられる山野草教室（食べられる山野草・薬草・
毒草の見分け方教室。終了後山菜を天ぷらで食す。
13時30分受付。先着50人）
③Ｆ１リゾートのタイムにアタック（秩父路の特産品
等が当たる）

秩父ミューズパークスポーツの森
４月21日㈯・22日㈰

妙見の森イベント
妙見の森コミュニティ舞台を活用し、秩父の郷土芸能
を披露
（各日とも10時ごろ～ 15時ごろの間に２～３回公演予
定。天候その他の理由で変更・中止の場合あり）

妙見の森公園コミュニティ舞台
４月21日㈯　秩父屋台囃子・子ども歌舞伎・琴勝流大正琴
４月22日㈰　秩父屋台囃子・Ｃ―ＤＡＮＣＥ！（秩父舞祭り）
４月28日㈯　秩父屋台囃子・黒潮太鼓（光の村養護学校）
４月29日㈰　秩父屋台囃子・貴布禰神社神楽
４月30日（月・振替）　秩父屋台囃子・黒谷の獅子舞・琴勝流大正琴
５月３日（木・祝）　秩父屋台囃子・大滝中学校三峰神代神楽
５月４日（金・祝）　秩父屋台囃子・神明社神楽
５月５日（土・祝）　秩父屋台囃子・久長の獅子舞
５月６日㈰　秩父屋台囃子・白久の串人形芝居

秩父市商業振興課
☎25－5208

奥秩父物産展
吉田・大滝・荒川各地域の物産展を妙見の森公園で開
催。お菓子の新商品（メープルシロップ菓子など）や
農産物の販売も予定

妙見の森公園
４月21日㈯・22日㈰・28日㈯
　大滝地域の物産
４月29日㈰・30日（月・振替）
　吉田地域の物産
５月３日（木・祝）～６日㈰
　荒川地域の物産
４月21日㈯～５月６日㈰　農産物販売（休日を中心）

秩父商工会議所
☎22－4411

秩父まるごとアウトレ
ットセール

秩父市街地の各商店で一店逸品お客様感謝セール（最
終日には福引を実施予定）

秩父市内各商店街
４月20日㈮～ 30日（月・振替）

ちちぶ銘仙館特別企画展
「百花繚乱　秩父銘仙原画
展」、「よみがえる秩父銘
仙と未来へつなぐ作品展」

秩父銘仙のデザイン原画展や、秩父銘仙技術継承者育
成講座・秩父ほぐし捺染技術継承者育成講座生徒等に
よる共同作品展を開催

ちちぶ銘仙館
４月10日㈫～５月10日㈭

ちちぶ銘仙館
☎22－4112

春の銘仙館まつり
秩父伝統の技であるほぐし捺染等の実演や、琴の演奏
会、銘仙茶会、繭の糸取見学、染め織り体験、型すり
こみ体験、秩父織物市などを開催

ちちぶ銘仙館
４月28日㈯・29日㈰・30日（月・振替）

銘仙館福引大抽選会 銘仙グッズ等がもれなく当たる福引大抽選会 ちちぶ銘仙館
５月３日（木・祝）～５月５日（土・祝）

現在の秩父銘仙展 現代の銘仙の特別展示即売 じばさんセンター１階物産館
４月20日㈮～５月６日㈰ じばさんセンター

☎25－0088春の地場産まつり 地酒の試飲などを予定 じばさんセンター１階物産館
５月３日（木・祝）～５月５日（土・祝）

民話の語り実演 大正時代に建てられた国の登録有形文化財の中で秩父
に昔から伝わる民話の語り実演

秩父札所　巡礼のやかた
４月15日㈰、21日㈯、22日㈰、28日㈯、29日㈰、30日（月・振替）、５月３
日（木・祝）、４日（金・祝）、５日（土・祝）、６日㈰の各日11時～、14時～

秩父札所　巡礼のやかた
☎21－1383

ご家族でお出かけくださいご家族でお出かけください

芝桜開花期間中のイベント案内芝桜開花期間中のイベント案内芝桜開花期間中のイベント案内芝桜開花期間中のイベント案内
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「
芝
桜
の
丘
」開
花
期
に

「
芝
桜
の
丘
」開
花
期
に

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す

　

交
通
規
制
実
施
の
た
め
、
羊
山
公
園

内
駐
車
場
は
、
一
般
車
両
の
進
入
お
よ

び
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

期　

間　

４
月
21
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰

の
土
・
日
・
祝
日

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

交
通
規
制
実
施
の
際
は
、

羊
山
公
園
内
駐
車
場
の
使
用

が
で
き
な
い
た
め
臨
時
駐
車

場
を
設
け
ま
す
。
な
お
、
臨

時
駐
車
場
利
用
の
際
は
、
駐

車
整
理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

駐
車
整
理
料
は
、
園
内
の

安
全
確
保
、
警
備
員
に
よ
る

交
通
整
理
、
駐
車
場
警
備
の

充
実
、
ま
た
交
通
規
制
実
施

日
の
バ
ス
運
行
（
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
）
等
の
運
営
費

用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

臨
時
駐
車
場

秩
父
市
公
設
地
方
卸
売
市
場（
乗
用
車
）

秩
父
市
立
南
小
学
校（
乗
用
車
・バ
イ
ク
）

横
瀬
町
立
横
瀬
小
学
校
（
乗
用
車
）

駐
車
整
理
料

乗
用
車
（
軽
含
む
）　

５
０
０
円

バ
イ
ク　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
大
型
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
臨
時
駐
車

場
へ
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
バ
ス
専
用

駐
車
場
へ
の
駐
車
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
予
約
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、乗
用
車（
軽

　

羊
山
公
園
内
交
通
規
制
の
実
施
日
に

あ
わ
せ
、
市
民
の
方
の
た
め
に
市
役
所

構
内
お
よ
び
庁
舎
北
側
職
員
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。）

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

　

交
通
規
制
実
施
日
以
外
の
日
は
、
羊

山
公
園
内
駐
車
場
は
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
左
記
の
期
間
は
駐
車
整

理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
６
日
㈰
ま
で
の
交
通
規

制
実
施
日
以
外

（
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
５
時
の
予
定
）

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

駐
車
整
理
料　

大
型
バ
ス　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　

２
，
０
０
０
円

乗
用
車
（
軽
含
む
）　
　

５
０
０
円

バ
イ
ク　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
下
段
の
駐
車
場
利
用
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て
、
駐
車
場
係

員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
羊
山
公
園
の
駐
車
場

②
羊
山
公
園
の
駐
車
場

含
む
）、
バ
イ
ク
の
予
約
は
開
花
期

間
中
を
通
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

羊
山
公
園

羊
山
公
園

来
園
の
際
の
駐
車
場

来
園
の
際
の
駐
車
場

①
交
通
規
制
時
の

交
通
規
制
時
の

臨
時
駐
車
場

臨
時
駐
車
場

③
市
役
所
駐
車
場
を

市
役
所
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す

開
放
し
ま
す

「
芝
桜
の
丘
」開
花
期
に

「
芝
桜
の
丘
」開
花
期
に

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
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※
「
一
般
」
と
は
、
中
学
生
お
よ
び
こ

れ
ら
に
相
当
す
る
方
、
な
ら
び
に
身

　

市
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
今
年
か
ら
「
芝
桜
の
丘
」
は
芝
桜

開
花
期
間
中
有
料
に
な
り
ま
す
。

期　

間　
５
月
10
日
㈭
（
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
）
ま
で
の
花
の
見
ご
ろ
の
期
間

入
園
料

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
満
15
歳
以

上
の
方
で
す
。（
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
入
園
す
る
時
に
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
「
団
体
」
と
は
入
園
料
を
支
払
う
入

園
者
の
数
が
20
人
以
上
の
も
の
で
す
。

※
11
ペ
ー
ジ
の
芝
桜
の
丘
無
料
入
園
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て

入
園
時
に
係
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
園
課

　

☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）

芝
桜
開
花
期
間
中

芝
桜
開
花
期
間
中

「
芝
桜
の
丘
」は
有
料
に
な
り
ま
す

「
芝
桜
の
丘
」は
有
料
に
な
り
ま
す

　２月21日、秩父ロータリークラブ（三上
一郎会長）から、タオル670本が市に寄贈
されました。
　同クラブでは、毎年、活動の一環として
会員から集めたタオルを市に寄贈していま
す。
　市では、このタオルを老人ホームや保育
所、障がい者施設などに配布し、有効に活
用させていただきます。

タオル６７０本がタオル６７０本が
市の福祉施設に市の福祉施設に
寄贈されました寄贈されました

対
象
と
な
る
作
品

　

羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
で
撮
影
さ

れ
た
作
品
で
未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
応
募
票
を

貼
付
し
、
下
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
受
付
も
し
ま
す
が
、
郵
送
費

用
は
本
人
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
の
際
の
破
損
に
つ
い

て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
票
は
市
役
所
観
光
振
興

課
の
ほ
か
、
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」

臨
時
観
光
案
内
所
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
応
募
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

５
月
15
日
㈫
〜
６
月
15
日
㈮

賞
金
等

金
賞
１
名

（
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
５
万
円
）

銀
賞
２
名

（
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
３
万
円
）

銅
賞
３
名

（
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
副
賞
１
万
円
）

入
選
15
名
程
度
（
賞
状
）

応
募
上
の
注
意

•
応
募
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
作
品
に
は
応
募
票
を
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

•
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

•
入
賞
し
た
写
真
は
、
ネ
ガ
を
送
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
場
合
は
デ
ー
タ
を
送
付
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

•
入
賞
し
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

展
覧
会

　

入
賞
作
品
を
対
象
と
し
た
展
覧
会
を

実
施
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
３
日
㈫
〜
29
日
㈰

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
歴
史
文
化

交
流
フ
ロ
ア
ー

表
彰
式

と　

き　

７
月
29
日
㈰

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
歴
史
文
化

交
流
フ
ロ
ア
ー

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
６
８

－

８
６
８
６　

熊
木
町
８

－

15　

市
役
所
観
光
振
興
課
内　

芝
桜
ま
つ

り
実
行
委
員
会　

芝
桜
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
係　

　

☎
25

－

５
２
０
９
（
直
通
）

　

な
お
、
持
参
さ
れ
る
方
は
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
の
間
、
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

芝桜写真コンクールを芝桜写真コンクールを
実施します実施します

区　

分

一　

般

15
歳
未
満

入園料

個
人

１
日
３
０
０
円

無　

料

団
体

１
人
に
つ
き

１
日
２
５
０
円
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対
象
者

①
市
民
で
あ
り
、
市
税
の
未
納
が
な
い

こ
と

②
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実
施
し

て
い
る
他
の
助
成
・
補
助
等
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

③
過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

対
象
工
事

①
対
象
者
の
居
住
用
で
あ
り
、
過
去
に
、

助
成
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
実
施
し
て
い
な
い
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
に
登
録
し

て
い
る
施
工
業
者
に
依
頼
し
て
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

③
住
宅
環
境
の
改
善
に
関
す
る
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
あ
る
こ
と

（
例
）
台
所
・
風
呂
・
ト
イ
レ
・
床
・
畳
・

天
井
・
ふ
す
ま
・
屋
根
・
外
壁
・
塀
・

物
置
・
車
庫
・
耐
震
補
強
等

※
火
災
警
報
器
も
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

④
着
工
前
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
あ
る

こ
と

助
成
金
の
額
・
定
員

①
５
万
円
（
工
事
費
20
万
円
以
上
50
万

円
未
満
）・
１
０
０
件

②
10
万
円
（
工
事
費
50
万
円
以
上
）・
２

５
０
件

※
工
事
費
は
、
消
費
税
を
除
い
た
金
額

で
す
。

※
工
事
費
は
、
申
請
時
に
見
積
書
の
写

し
、
完
了
時
に
領
収
書
の
写
し
で
確

認
し
ま
す
。（
完
了
時
に
増
額
が
あ

っ
て
も
、
助
成
金
の
額
は
変
更
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
完
了
時
に
下
限
を

下
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
助
成
金
を

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

申
請
希
望
者
受
付
期
間

　

５
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
定
員
は
先
着
順
で
は
な
い
の
で
、
並

ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
希
望
者
受
付
を
さ
れ
た
方
に
は
、

「
受
付
済
証
」
を
交
付
し
ま
す
。　

　
（
受
付
は
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方

に
限
り
ま
す
。
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※
申
請
希
望
者
受
付
期
間
終
了
時
に
お

い
て
、
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定
員
以

内
で
あ
れ
ば
、
受
付
済
証
を
お
持
ち

の
方
全
員
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
、

申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
請
希
望
（
お
よ
び
申
請
）
は
、
５

万
円
・
10
万
円
（
助
成
金
の
額
）
の

ど
ち
ら
か
１
回
限
り
で
す
。

申
請
希
望
者
受
付
場
所

市
民
生
活
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課　
　
　
　

※
必
ず
工
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、着
工
後
の
申
請
希
望（
お

よ
び
申
請
）
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

　

２
月
26
日
、
市
優
秀
産
業
技
術
者
・

技
能
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
内
の
事
業
所
に
お
い
て
そ

の
職
に
10
年
以
上
従
事
し
、
か
つ
卓
越

し
た
技
術
や
技
能
を
有
し
、
他
の
技
術

者
の
模
範
と
な
る
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　

今
回
は
宮
側
町
の
武
甲
酒
造
㈱
で
酒

母
管
理
を
担
当
し
、
微
妙
な
温
度
差
で

発
酵
状
況
を
判
断
す
る
現
場
の
責
任
者

で
あ
る
黒
澤

功
さ
ん
（
下
吉
田
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

優
秀
産
業

優
秀
産
業

技
術
者
・
技
能
者
を

技
術
者
・
技
能
者
を

表
彰
し
ま
し
た

表
彰
し
ま
し
た

　市民の皆さんが、自己居住用住宅のリフォーム（住宅改修）工事を行った場合に、その経費の
一部を助成します。
　この事業は、住宅改善を促進するとともに、市民生活の向上および市内小規模事業者の振興を
図ることを目的としています。

　　　　　～安全で住みたくなる「快適なまち」～ 

　住宅リフォーム資金助成事業を実施します
平成19

年度
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ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
ス
ポ
ー
ツ
の
森

が
、
秩
父
市
の
都
市
公
園
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
公
園
名
は
「
秩

父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公

園
」
で
、
主
な
公
園
施
設
と
し
て
は
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
秩
父
市
の
施
設
と
し

て
の
利
用
料
を
左
表
の
と
お
り
新
し
く

設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま
で
よ
り
利
用
し

や
す
い
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
昨
年
同
様
に
ご
家
族
６
名
様
ま
で

無
料
で
利
用
で
き
る
プ
ー
ル
カ
ー
ド
を

１
枚
１
，
０
０
０
円
で
販
売
す
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
報
６
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
に

つ
い
て
は
営
業
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
コ
テ

ー
ジ
は
、
㈲
ち
ち
ぶ
観
光
機
構
が
経
営

を
し
て
い
ま
す
。
料
金
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
ち
ち
ぶ
観
光
機
構

ス
ポ
ー
ツ
の
森
コ
テ
ー
ジ
担
当
（
☎
22

－
８
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３
（
直
通
）

“秩父ミューズパーク
スポーツの森公園”スポーツの森公園”
がオープン！オープン！

利　用　料　金
■スポーツの森プール （1日あたり）

秩父市民
小鹿野町民
コテージ宿泊者

その他一般

お と な 900円 1,800円

こ ど も 400円 800円

※これ以外に市民向けシーズン利用カードも発行予定です。
 
■スポーツの森プール内レンタル器具

プールカード
購入者 その他一般

パラソル（1日） 1,000円 2,000円

ドーナツフロート
（2時間） 500円 1,000円

ゴムボート（2時間） 500円 1,000円

   
■テニスコート （１面あたり）

秩父市民
小鹿野町民

コテージ
宿泊者 その他一般

１時間 500円 800円 1,500円

１　日 2,000円 3,200円 6,000円

ネ
ー
シ
ョ
ン

が
点
灯
し
た

瞬
間
に
は
、

会
場
か
ら
大

き
な
歓
声
と

拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
元
気
村
発
電
所
（
木
質

系
バ
イ
オ
マ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
※
）
で
生
産

し
た
電
気
を
使
用
し
た
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
や

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等
が
行
わ
れ
、
イ
ル
ミ

０
人
以
上
が
出
席
し
、
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、

栗
原
市
長
、

上
田
埼
玉
県

知
事
を
は
じ

め
、
国
・
県

等
の
関
係
機

関
や
地
元
関

係
者
の
皆
さ

ん
な
ど
３
５

　

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所

の
竣
工
式
が
、
３
月
４
日
に
吉
田
元
気

村
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気

村
発
電
所
が
オ
ー
プ
ン
し
、
視
察
や
見

学
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

視
察
・
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
･
環
境
総
合
研
究
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
入
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

料　

金　

一
人
３
０
０
円

（
市
内
在
住
の
方
は
無
料
で
す
。）

元
気
村
発
電
所
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所
の

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
吉
田
元
気
村
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
熱
利
用
実
証

施
設
の
足
湯
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

利
用
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

利
用
料
金　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
０

０
円
、
こ
ど
も
（
４
歳
以
上
小
学
生
以

下
）
50
円

定　

員　

38
人

▽
発
電
所
見
学
、足
湯
と
も
、営
業
日
に
つ

い
て
は
元
気
村
営
業
日
に
準
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

バ
イ
オ
マ
ス
･
環
境
総
合
研

究
所　

☎
22

－

２
３
７
８
（
直
通
）

元
気
村
発
電
所
で
生
産
し
た

熱（
温
水
）を
利
用
し
た

足
湯
も
オ
ー
プ
ン
！

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス

元
気
村
発
電
所
竣
工
式
が

元
気
村
発
電
所
竣
工
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

※
コ
ジ
ェ
ネ
と
は
…
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
略
で
、
一つ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
電
気
や
熱
な
ど
複
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
、「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
」
の
購

入
代
金
の
一
部
を
補
助
す
る
「
お
出
か

け
楽
々
バ
ス
利
用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

政
策
行
革
課（
本
庁
舎
２
階
）

申
請
の
際
必
要
な
も
の

　

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
、
年
齢
や
住

所
等
の
わ
か
る
も
の

申
請
で
き
る
人　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
（
年
度
内
１
回
限
り
）

購
入
方
法　

政
策
行
革
課
で
利
用
券
を
受

け
と
り
、
西
武
観
光
バ
ス
秩
父
営
業
所

で
５
，
０
０
０
円
の
バ
ス
共
通
カ
ー
ド

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
金
３
，

０
０
０
円
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。）

バ
ス
共
通
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千

葉
県
内
で「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
取
扱
車
」

「
共
通
カ
ー
ド
取
扱
車
」
の
表
示
の
あ

る
ど
の
バ
ス
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

秩
父
市
内
で
は
、
西
武
観
光
バ
ス
の

全
線
が
利
用
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
行
革
課

　

☎
22

－

２
２
０
２
（
直
通
）

「お出かけ楽々バス利用券」「お出かけ楽々バス利用券」
を交付（「バス共通カード」を交付（「バス共通カード」
購入代金の一部補助）購入代金の一部補助）

します！します！

か
つ
て
秩
父
地
方
で
は
、
生
活
の
中

に
た
く
さ
ん
の
「
伝
説
」
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
語
り

継
ぐ
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

こ
で
新
秩
父
市
の
誕
生
を
期
に
、

編
集
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
秩
父
地
方

に
伝
わ
っ
て
き
た
「
伝
説
」
を
２
か
年

か
け
て
収
集
・
編
集
し
、
３
月
に
「
秩

父
の
伝
説
」（
秩
父
市
教
育
委
員
会
発

行
）
と
い
う
本
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
本
を
と
お
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
「
ふ
る
さ
と
秩
父
を
舞
台
に
語
り

継
が
れ
て
き
た
伝
説
」
に
親
し
み
、
秩

父
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
語

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
市
内
各
書
店
、
市
役
所

総
合
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

１
，
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

「
秩
父
の
伝
説
」

「
秩
父
の
伝
説
」を
発
行
し
ま
し
た

を
発
行
し
ま
し
た

「文化芸術による振興のまち」として、
市民の皆さんとともに進めている秩父市民
ミュージカルは、３月にお披露目稽古場試
演会「お世話になります」を無事上演する
ことがで
き、メン
バーの情
熱はます
ます盛り
上がって
きていま
す。新し
い文化芸
術の創造には、多くの市民の皆さんのお力
添えが必要です。ぜひ、新しいメンバーと
して、あるいはスタッフの一人として、と

もに頑張
りません
か？
市民の
皆さんの
ご協力を
お願いし
ます。

募集対象　高校生以上の方で、歌や踊りの好
きな人およびスタッフとしてボランティア
協力できる方
応募方法　写真付の履歴書に応募動機など必
要事項を記入のうえ、事務局へ提出してく
ださい。
応募締切　５月10日㈭まで
応募先・問い合わせ
　秩父芸術祭実行委員会事務局
　ふるさと創造課　☎２２－２８２３

歌う、踊る、歌う、踊る、
演じることの好きな演じることの好きな

市民とスタッフを市民とスタッフを
募集します募集します

歌う、踊る、歌う、踊る、
演じることの好きな演じることの好きな

市民とスタッフを市民とスタッフを
募集します募集します
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紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

新
規
の
場
合

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
養
し
て
い

る
方
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
、
注
射

料
２
，
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
）

継
続
の
場
合

費　

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
注
射
料
２
，
７
５
０
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

※
当
日
は
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等
は
、

生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
、
近
所
の
迷
惑
と
な
ら

な
い
よ
う
飼
養
し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の

引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
秩
父
保
健
所

（
☎
22

－

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１
（
代
表
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１
（
代
表
）

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

所
有
者
は
、
そ
の
犬
の
登
録
と
毎

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
紙
お
む

つ
使
用
者
の
い
る
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
排
出

用
に
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
有
料

指
定
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
対
象　

秩
父
市
に
住
所
を
有
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
方

②
児
童
福
祉
法
お
よ
び
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支
給

対
象
の
方

③
秩
父
市
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
紙
お
む
つ
支

給
対
象
の
方

支
給
方
法　

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
①
に

該
当
す
る
方
は
母
子
健
康
手
帳
を
提
示

し
、
審
査
後
、
次
の
施
設
の
窓
口
で
支

給
し
ま
す
。
な
お
、
母
子
健
康
手
帳
を

紛
失
さ
れ
た
方
は
再
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
②
お
よ
び
③
に
該
当

す
る
方
は
申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
支
給
は
、
各
地
区
の
民
生
委

員
が
行
い
ま
す
。

支
給
窓
口　

市
役
所
市
民
課
・
こ
ど
も
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
各
出
張
所
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
児
童
館

支
給
枚
数　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
か
月
あ
た
り
、
20
リ
ッ
ト
ル
袋
５
枚

と
し
、
年
間
60
枚
以
内
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
分
を
翌
年
度
以
降
に

は
支
給
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１
（
代
表
）

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１
（
代
表
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１
（
代
表
）

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す

「
狂
犬
病
予
防
法
」に
よ
る

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

４
月
25
日
㈬
〜
５
月
23
日
㈬

平成19年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧（雨天決行）
○秩父本庁管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

4月25日 水 浦 山 公 民 館 10:30～11:30
久 那 公 民 館 13:00～14:30

4月26日 木 影 森 公 民 館 10:00～12:00
旭 町 公 会 堂 13:30～15:00

5月7日 月
大 田 公 民 館 10:00～11:30
小柱農村集落センター 13:00～14:00
下黒谷運動広場駐車場
（㈱西武リースの裏） 15:00～16:00

5月11日 金 尾 田 蒔 公 民 館 10:00～11:30
中 蒔 田 椋 神 社 13:00～14:30

5月17日 木 高 篠 公 民 館 10:00～12:00
高 篠 恒 持 神 社 13:30～15:00

5月18日 金 中宮地町公会堂 10:00～11:30
中村町ちびっこ広場 13:00～14:30

5月22日 火 秩父保健センター 10:00～12:00
秩 父 公 園 13:30～15:30

5月23日 水
宮 崎 公 会 堂 10:00～11:30
原谷グラウンド
（文化体育センターとなり） 13:00～15:00

月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月10日 木

吉田和平様宅横 10:00～10:20
山 中 保 様 宅 上 10:40～10:50
大輪コミュニティセンター 11:00～11:10
神岡消防器具庫前 11:20～11:30
大 滝 総 合 支 所 11:40～11:55
山中秀人様宅前 13:00～13:10
礒田善代様宅前 13:15～13:25
小 双 里 公 会 堂 13:30～13:40
山口喜三様宅入口 14:00～14:10
中津川消防器具庫前 14:20～14:40
㈱ニッチツ事務所前 15:00～15:10
大久保区集会場 10:30～10:40
県営二瀬駐車場 10:50～11:00
柳田位子様宅前 11:10～11:20
山中静雄様宅前 11:30～11:40
大木消防器具庫前 11:50～12:00
大 島 屋 前 12:10～12:20
麻生区集会所前 13:20～13:30
山中行榮様宅前 13:40～13:50
栃 本 会 館 前 14:00～14:10
旅館扇家山荘前 14:20～14:30

○大滝総合支所管内会場

○荒川総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月15日 火

荒川大滝分署裏（消防署） ９:30～10:00
8支部運動広場 10:30～11:00
上サ区公会堂前 11:30～12:00
セミナー ハウス
テニスコート駐車場 13:30～14:00
道の駅駐車場（浄光寺側） 14:30～15:00

5月16日 水

荒 川 公 民 館 ９:30～10:00
荒川総合支所前 10:30～11:10
若御子神社横観光トイレ前 12:30～13:00
上石原区集会場 13:30～14:00※期間中はどの会場でも受けられます。

○吉田総合支所管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月8日 火

上の原集落センター庭 10:00～10:40
井上農村集落センター 11:00～11:50
旧杉村邸跡駐車場 13:30～14:20
阿熊集落センター庭 14:40～15:00
久長農村集落センター庭 15:20～15:40

5月9日 水

上吉田生活改善センター庭 10:00～10:40
塚越区集会所前駐車場 11:00～11:40
太田部公民館庭 14:00～14:20
石間交流学習館
水車小屋前駐車場 15:10～15:30



17

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
４月12日・26日
５月10日 ４月29日 ４月29日を除く

土・日・祝
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明、所得課税証明など税証明
の発行

③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口のお昼時は混雑するため、手続きに時間が
かかる場合があります。あらかじめご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
4/1０ 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 5/1 ２ ３ ４ ５

６ ７ 8 ９ 10 11 12

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

　　　　　　

受
益
者
負
担
金

　　　　　　

受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

賦
課
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

　　　　　　

受
益
者
負
担
金

　　　　　　

受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

賦
課
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

対
象
と
な
る
区
域

　

大
野
原
、
山
田
、
大
宮
、
上
宮
地
町
、

中
宮
地
町
、
下
宮
地
町
、
大
畑
町
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部
（
区
域
図
参
照
）

受
益
者
申
告
書
の
提
出

　

賦
課
対
象
区
域
内
に
土
地
を
お
持
ち

の
方
へ
、
受
益
者
を
決
め
て
い
た
だ
く

た
め
「
秩
父
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受

益
者
申
告
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
は
、
土
地
所
有
者
の
方
へ
４

月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。
記
入
方
法
に

つ
い
て
の
説
明
会
お
よ
び
申
告
受
付
の

案
内
は
、
申
告
書
に
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

　

☎
25

－

５
２
１
８
（
直
通
）

　

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
５
負
担
区
設
定
に
つ
い
て
は
、
市
報
12
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
賦
課
、
徴
収
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
賦
課
対
象
区
域
内
の
土
地
所
有
者
あ
る
い
は
使
用
貸
借
や
賃
貸
借

に
よ
る
権
利
の
あ
る
方
が
受
益
者
と
な
り
、
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

負
担
金
額
は
、
１
㎡
当
た
り
５
０
０
円
（
１
坪
当
た
り
１
，
６
５
０
円
）
を
土
地

の
面
積
（
ま
た
は
権
利
の
あ
る
面
積
）
に
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

至熊谷 至高篠橋

至山梨

至熊谷

至山梨

至三峰口

至熊谷

山田山田山田

大野原大野原大野原

上宮地町

中宮地町中宮地町中宮地町

大宮大宮大宮

北

南

下宮地町

原谷橋

国道
140号

国道140号

至聖地公園

矢行地
公会堂
矢行地
公会堂
矢行地
公会堂

秩父総合
食品卸売市場
秩父総合
食品卸売市場
秩父総合
食品卸売市場

秩父
大野原団地
秩父
大野原団地
秩父
大野原団地

源蔵寺源蔵寺源蔵寺西区公会堂西区公会堂西区公会堂

埼玉森林
管理事務所
埼玉森林
管理事務所
埼玉森林
管理事務所

秩父
こぶし団地
秩父
こぶし団地
秩父
こぶし団地

県立秩父農工科学高県立秩父農工科学高県立秩父農工科学高
廣見寺廣見寺廣見寺

愛宕
神社
愛宕
神社
愛宕
神社

秩父警察署秩父警察署秩父警察署

秩父第一小秩父第一小秩父第一小

聖地公園入口聖地公園入口聖地公園入口

秩父第一中
（仮校舎）
秩父第一中
（仮校舎）
秩父第一中
（仮校舎）

大野原駅大野原駅大野原駅

〔第５負担区賦課対象区域図①〕

〔第５負担区賦課対象区域図②〕

…部分が対象区域
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市
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
秩

父
市
に
関
す
る
優
れ
た
調
査
・
研
究
・

実
践
等
に
対
し
、
小
学
生
に
は
「
子
ど

も
ち
ち
ぶ
学
士
」、
中
学
生
に
は
「
子

ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」
の
称
号
を
授
与
し
、

そ
の
努
力
を
た
た
え
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

３
月
５
日
に
、
今
年
度
２
回
目
の
子

ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・
博
士
称
号
授
与
式

が
行
わ
れ
、
新
た
に
５
人
の
子
ど
も
ち

ち
ぶ
学
士
と
３
人
の
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博

士
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
昨
年

度
か
ら
合
計
で
、
ち
ち
ぶ
学
士
が
７
人
、

ち
ち
ぶ
博
士
が
13
人
と
な
り
ま
し
た
。

大
田
小
学
校
３
年　

引
間　

千
晴
さ
ん

「
私
の
家
と
地
い
き
の
行
事
調
べ
」

　

引
間
さ
ん
は
、
多
方
面
に
探
究
心
を

も
ち
、
努
力
を
傾
け
て
観
察
・
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
社
会
科
へ
の

関
心
が
高
く
、
身
近
な
事
柄
に
興
味
を

も
ち
、
今
回
、
身
近
な
行
事
に
つ
い
て

意
欲
的
に
調
べ
、
展
覧
会
等
で
発
表
し

て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

高
篠
小
学
校
４
年　

吉
田　

麻
未
さ
ん

　
　
　
　
　

６
年　

吉
田　

紗
希
さ
ん

「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
は

　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
す
？
」

　

吉
田
麻
未
さ
ん
、
紗
希
さ
ん
姉
妹
は
、

理
科
に
関
心
を
も
ち
、
昨
年
度
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
デ
ン
プ
ン
調
べ
」、
今

年
度
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
調
査
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

高
篠
小
学
校
５
年　

三
浦
は
る
か
さ
ん

　
　
　
　
　

５
年　

三
原　

麻
穂
さ
ん

「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
研
究
」

　

三
浦
さ
ん
、
三
原
さ
ん
は
、「
地

球
温
暖
化
」
等
の
問
題
に
関
心
を
も

ち
、
４
年
生
の
時
か
ら
研
究
し
、
社
会

科
展
覧
会
で
「
環
境
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
の
成
果
を
収
め
、
意
欲
的
な
取
組

を
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

尾
田
蒔
中
学
校
２
年　

関
口　

渓
人
さ
ん

「
秩
父
イ
ワ
ナ
の
研
究

　
　

（
ル
ー
ツ
調
べ
と
自
宅
飼
育
）
」

　

関
口
さ
ん
は
、
小
学
校
入
学
前
か
ら

イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
保
護
活
動
に
携
わ

り
、
そ
の
活
動
の
状
況
を
展
覧
会
や
発

表
会
を
通
し
て
報
告
し
て
き
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
授
与
さ
れ
た

今
回
授
与
さ
れ
た

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・

博
士
の
紹
介

博
士
の
紹
介

秩
父
第
一
中
学
校
２
年　

松
澤　

篤
央
さ
ん

　
「
ま
ゆ
を
作
る
虫
た
ち

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
研
究
」

　

松
澤
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
理

科
的
な
事
柄
に
関
心
を
も
ち
、「
ま
ゆ

を
作
る
虫
」
に
つ
い
て
、
飼
育
・
観
察

を
通
し
て
研
究
を
重
ね
、
顕
著
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

影
森
中
学
校
２
年　

嶋
野　

貴
輝
さ
ん

「
秩
父
の
夕
焼
け
の

　
　
　
　
　
　
　

秘
密
を
探
る
研
究
」

　

嶋
野
さ
ん
は
、
中
学
１
年
の
時
か
ら

自
然
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
も
ち
、

「
夕
焼
け
の
秘
密
」
に
つ
い
て
、
実
験

や
観
察
を
通
し
て
研
究
に
取
り
組
み
、

顕
著
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
「
子

ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」「
子
ど
も
ち
ち
ぶ

博
士
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
募
集
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
市

報
10
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
応
募
に
必
要
な
推
薦
書
等
詳
し

く
は
、
秩
父
市
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ch
ich
ib
u
-

stm
.ed
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所

　

☎
22

－

２
４
４
６
（
直
通
）

「子どもちちぶ学士・博士」の称号を
授与された皆さん

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

　南新親睦会では、財団法人自治総合セ
ンターが実施している平成18年度宝くじ
助成を受けて、屋台ばやしの演奏に必要
な太鼓などを購入しました。
　この事業は、地域のコミュニティの健
全な発展を図るため、宝くじの売上金の
一部を原資として、コミュニティで行わ
れる各種の活動を支援するためのもので
す。

コミュニティ助成事業でコミュニティ助成事業で
太鼓などを購入しました太鼓などを購入しました
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新
た
に
２
件
が
、市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
で
市
に
あ
る
国
・

県
・
市
指
定
の
文
化
財
は
、合
わ
せ
て

２
８
５
件
と
な
り
ま
し
た
。

種
別
・
種
類

　

秩
父
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

名
称
・
員
数

廣こ
う

見け
ん

寺じ

本ほ
ん

堂ど
う

額が
く

縁ぶ
ち

（
元も

と

下し
た

郷ご
う

笠か
さ

鉾ほ
こ

万ま
ん

燈ど
う

）
１
面

指
定
年
月
日　

平
成
19
年
２
月
27
日

所
在
地　

下
宮
地
町
25
番
29
号

所
有
者　

宗
教
法
人
廣
見
寺

　
　
　
　

代
表
役
員　

町
田 

廣
文

概　

要　

明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）

に
下
郷
笠
鉾
は
、
３
層
の
花
笠
、
万
燈

等
を
付
し
た
秩
父
地
方
最
大
の
笠
鉾
と

し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

大
正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
の
電
線

架
設
に
伴
い
、
大
正
６
年
か
ら
は
現
在

の
２
層
の
屋
型
で
曳
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
笠
鉾
の
部
品
は
払
い
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
万
燈
は
昭
和
15
年
に

当
寺
の
檀
家
か
ら
「
覺
皇
殿
」
と
刻
ま

れ
た
扁
額
と
し
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

額
縁
は
、
１
６
９
㎝
×
94
・
５
㎝
、

桐
材
に
「
波
に
千
鳥
」
の
彩
色
で
、
笠

鉾
の
変
遷
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

種
別
・
種
類

秩
父
市
指
定
有
形
文
化
財（
歴
史
資
料
）

名
称
・
員
数

袈け

裟さ

（
本ほ

ん

寺じ

正し
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

第
二
世
月げ

っ

泉せ
ん

良り
ょ
う

印い
ん

禅ぜ
ん

師じ

伝で
ん

衣え

）
１
肩

廣見寺本堂額縁
（元下郷笠鉾万燈）１面

指
定
年
月
日　

平
成
19
年
２
月
27
日

所
在
地　

下
宮
地
町
25
番
29
号

所
有
者　

宗
教
法
人
廣
見
寺

　
　
　
　

代
表
役
員　

町
田 

廣
文

概　

要　

廣
見
寺
は
、
岩
手
県
奥
州
市

に
あ
る
正
法
寺
の
二
世
月
泉
良
印
禅
師

の
高
弟
で
あ
る
天
光
良
産
禅
師
が
、
明

徳
２
年
（
１
３
９
１
年
）
に
開
創
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
す
。

　

こ
の
袈
裟
は
、
幅
３
３
５
㎝
×
丈
１

２
４
㎝
、
紺
地
牡
丹
唐
草
に
木
瓜
龍
文

金
襴
の
九
条
袈
裟
で
、
文
禄
２
年
（
１

５
９
３
年
）
に
廣
見
寺
が
吉
田
の
清
泉

寺
の
末
寺
と
な
り
ま
す
が
、
延
享
３
年

（
１
７
４
６
年
）
に
正
法
寺
へ
の
帰
属

が
か
な
い
、
そ
の
証
と
し
て
送
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
本
末
制
度
下
、
秩
父
の

仏
教
史
上
で
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

袈裟（本寺正法寺第二世
月泉良印禅師伝衣）１肩

新
し
く
指
定
さ
れ
た

市
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す

　子どもの発達段階に応じた具体的な関わり方、親とし
ての在り方、家庭教育が担う責任など、子育ての基本に
ついて学ぶ、親学アドバイザー養成講座を開催します。
　この講座を修了された方は、所属団体や地域で親学ア
ドバイザーとして、活躍していただくことが期待されます。
会　場　秩父市教育研究所（芸術文化会館２階）
対　象　幼稚園・小・中学校の子どもをもつ親、教育・
保育関係職員、親学に関心のある方
定　員　40人
受講料　テキスト代3,360円
申込み・問い合わせ　土・日を除く５月11日㈮までに、
秩父市教育研究所（☎２２－２４４６）へ。
　詳しくは教育委員会ホームページ
（http://www.chichibu-stm.ed.jp/）をご覧ください。

親学アドバイザー養成講座親学アドバイザー養成講座
受講生を募集します受講生を募集します

回 テ　ー　マ 日　　時 講　　　　師

1

講座１
親学のめざすもの ５月26日㈯

午後１時～４時

明星大学教授　   　髙橋史朗 氏

講座２
子育ての意義と喜び

親学会副会長・日本ペンクラブ会員
益田晴代 氏

2

講座３
親の役割（父性と母性）

６月９日㈯
午後１時～４時

シンガーソングライター・心理カウンセラー
南　修治 氏

講座４
子どもの脳の発達に
応じた関わり方

親学会会長・東京女子大学名誉教授
福田一郎 氏

3

講座５
生活習慣としつけ ６月23日㈯

午後１時～４時

浦山学園理事長　   浦山哲郎 氏

講座６
人間力

ＨＢ総合研究所代表取締役
坂東弘康 氏

4

講座７
親が変わる ７月７日㈯

午後１時～４時

田島教育グループ代表
田島秀恭 氏

講座８
心を聴く

公立中学校長・ライフスキル教育
認定コーディネーター　並木茂夫 氏

5

講座９
心のキャッチボール ７月21日㈯

午後１時～４時
シンガーソングライター・心理カウンセラー

南　修治 氏講座10
心を伝える

6
講座11
親学アドバイザーの
役割と働き

８月４日㈯
午後１時～４時

ＰＨＰ総合研究所教育研究部部長
大江　弘 氏
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市
で
は
、
良
好
な
景
観
形
成
の
取
組

を
行
う
た
め
、
景
観
法
に
基
づ
く
「
秩

父
市
ま
ち
づ
く
り
景
観
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
つ

い
て
、
市
民
や
関
係
者
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

趣　

旨　

本
市
の
魅
力
を
支
え
る
景
観

を
絶
や
さ
ず
、
将
来
に
向
け
て
、
さ
ら

に
優
れ
た
美
し
い
も
の
に
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

計
画
を
景
観
法
に
基
づ
き
策
定
す
る
も

の
で
す
。

景
観
計
画
（
案
）
に
定
め
る
項
目

①
計
画
の
位
置
付
け
等

②
景
観
計
画
の
区
域

③
景
観
形
成
の
基
本
方
針

④
景
観
形
成
重
点
地
区
の
指
定
方
針

⑤
景
観
重
要
建
造
物
お
よ
び
景
観
重
要

樹
木
の
指
定
方
針

⑥
景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備
方
針

⑦
屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
屋
外
広

告
物
を
掲
出
す
る
物
件
の
設
置
に
関

す
る
行
為
の
制
限
に
関
す
る
方
針

⑧
景
観
形
成
基
準

⑨
景
観
形
成
の
推
進
方
策

意
見
等
を
提
出
で
き
る
方

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

•
市
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

•
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
方

•
案
の
利
害
関
係
者

資
料
の
閲
覧
場
所

•
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

•
各
総
合
支
所
総
務
課

•
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

①
記
載
事
項　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
お
よ
び
ご
意
見
（
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
は
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
お

よ
び
代
表
者
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

②
提
出
方
法　

担
当
課
へ
持
参
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

※
様
式
は
自
由
で
す
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
景

観
計
画
（
案
）
へ
の
意
見
」
と
し
て

く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
期
間　

４
月
16
日
㈪
〜
５
月

２
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

※
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
等
を
添

え
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

　

〒
３
６
８

－

８
６
８
６　

熊
木
町
８

－

15

　

☎
25

－

５
２
１
７

25

－

０
１
３
７

　

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achi@

city.chichibu.lg.jp

秩父市まちづくり秩父市まちづくり
　景観計画（案）への　景観計画（案）への
　ご意見を募集します　ご意見を募集します

　

埼
玉
県
で
は
、
都
市
計
画
決
定
後
、

長
期
間
に
わ
た
り
整
備
が
な
さ
れ
て
い

な
い
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
社
会

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
現
時
点
に
お

け
る
そ
の
必
要
性
を
再
検
証
し
適
切
な

見
直
し
を
図
る
た
め
の
作
業
を
、
県
内

一
斉
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
県
で
平
成
16
年
度
に
策
定

し
た｢

見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

に
基
づ

き
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
に

か
け
て
検
討
作
業
を
行
い
、
見
直
し
路

線
を
選
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
作
業

結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
見
直
し
路
線
に
つ
い
て
地

元
説
明
会
等
を
開
催
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
都

市
計
画
の
変
更
手
続
き
を
進
め
る
予
定

で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市

報
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－

５
２
１
７
（
直
通
）

長
期
未
整
備
都
市
計
画
道
路

を
見
直
し
ま
す

名　　称 都市計画決定
年月日（当初）

計画延長
（ｍ）

見 直 し
区間延長
（ｍ）

区 間 の
代表幅員
（ｍ）

見直しの
方向性 選　定　理　由

番号 路線名

3.4.2 公園通線 S41.8.31 1,670 550 20 廃止

　並行する市道幹線51号線等、周
辺道路の整備が進んだことにより、
これらの道路が交通機能を果たす
と考えられるため、廃止の方向で
見直しを進める。

3.4.9 番場通線 S26.3.31 780 560 16 廃止

　歴史文化観光資源として沿道に
点在する登録有形文化財を保全す
ること、重複する市道中央500号
線等、周辺道路の整備が進んだこ
とにより、これらの道路が交通機
能を果たすと考えられることから、
廃止の方向で見直しを進める。

140

299

299

ちちぶ銘仙館ちちぶ銘仙館ちちぶ銘仙館

市民会館市民会館市民会館

第２庁舎第２庁舎第２庁舎

西武秩父駅西武秩父駅西武秩父駅

御花畑駅御花畑駅御花畑駅

秩父札所巡礼のやかた秩父札所巡礼のやかた秩父札所巡礼のやかた

秩父神社秩父神社秩父神社

秩父まつり会館秩父まつり会館秩父まつり会館

じばさんセンターじばさんセンターじばさんセンター

道の駅道の駅道の駅

警察署警察署警察署

秩父駅秩父駅秩父駅

羊山公園羊山公園羊山公園
秩父市役所秩父市役所秩父市役所

都市計画道路
見直し路線
都市計画道路
見直し路線
都市計画道路
見直し路線
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秩父市融資制度のお知らせ
【中小企業者向け融資制度】
○秩父ハイパワー資金
　昨年度から「地域再生振興資金」としてスタートした｢秩父ハイパワー資金｣の取扱金融機関に、「埼玉りそ
な銀行 秩父支店」が新たに加わりました。
対　　　象　　本社が市内にあって、店舗・工場等を置く中小企業者で市税を完納している方（創業へのチ

ャレンジ支援もあります。）
融資限度額　　2,000万円以内　
資 金 使 途　　運転資金・設備資金　※ただし、借入金の返済、税金の支払いは対象外となります。
貸 出 期 間　　運転資金（５年以内）、設備資金（７年以内）
利　　　率　　長期プライムレートと同率で固定融資、しかも１％を市が予算の範囲内で補助します。
　　　　　　　参　考　長期プライムレート2.20％（平成19年３月９日現在）－1.00％＝1.20％
取扱金融機関　　商工組合中央金庫（商工中金）熊谷支店、埼玉りそな銀行 秩父支店
問い合わせ　　商工中金 熊谷支店　☎０４８－５２５－３７５１
　　　　　　　埼玉りそな銀行 秩父支店　☎２２－３８５０
　　　　　　　商業振興課　☎２５－５２０８（直通）

○小口金融制度、特別小口金融制度、商店街施設改善資金貸付制度
　「小口金融制度」は第三者保証人が原則不要になりました。
名　　　称 利用できる方 貸付限度額 利　率 貸付期間・償還方法 担保 保　証　人 信用保証 申込期日
小口金融制度
<取扱金融機関>
埼玉りそな銀行秩父支店
武蔵野銀行秩父支店
埼玉縣信用金庫

　秩父支店
足利銀行秩父支店
東和銀行秩父支店
埼玉信用組合

秩父支店

①中小企業者で信用保証対象業種を
営む方

②市内に事業所を有する方
③継続して１年以上市内に居住（法
人の場合は本社）し、同一事業を
営んでいる方

④市税を完納している方
⑤許認可が必要な業種では有効な許
可、登録等を受けている方

運転・設備
1,000万円以内

年1.75％
（利子補給制
度の対象とな
ります）

運転５年以内
（据置６か月以内）

月賦償還

設備７年以内
（据置12か月以内）

月賦償還

不要

個人
　原則として不要

法人
原則として法
人の代表者

埼玉県信用
保証協会の
保証を付す

毎月
10日

特　　　　別
小口金融制度
<取扱金融機関>

同　上

上記①～⑤に加えて
①常時使用する従業員が20人（商業、
サービス業は５人）以下

②市県民税の所得割（法人の場合は
法人税割）がある方　等

不　　　要

商　店　街
施設改善資金貸付

制度
<取扱金融機関>
埼玉りそな銀行秩父支店

◆商店街団体
①商店街振興組合
②事業協同組合で商店街を形成して
いるもの

③商店会等で、市長が特に認めたもの
◆個　　　店
①常時使用する従業員
　小　売　業　50人以下
　サービス業　100人以下
　（資本金5,000万円以下）
　卸　売　業　100人以下
　（資本金１億円以下）
②秩父市商店連盟連合会に加盟する
商店会等に加盟している方

③市税を完納している方
④市内に店舗を有して２年以上営業
している方

商店街団体
　3,000万円
個　　　店
　1,000万円

年1.75％　
（利子補給制
度の対象とな
ります）

10年以内
（据置12か月以内）
元利均等償還

不要

商店街団体
役員が連帯
保証

個　　　店
　１人以上

不　　要 随時

（お願い）融資利率は、改定される場合がありますので、申込み前にご確認をお願いします。
問い合わせ　　商業振興課　☎２５－５２０８（直通）

【勤労者向け融資制度】
○秩父市産業労働者住宅資金貸付制度
　勤労者の方で、市内に居住するための住居を新築、増改築、購入、修繕（※）または宅地を取得する際に、
お使いいただける住宅資金の貸付制度です。また、500万円以下の貸付には無担保融資制度もあります。
※「修繕」については、建物に附帯する部分のみ対象となります。

名　　　称 資金支途 申込要件 担保の
有　無 融資限度額 貸付期間

償還方法 貸付利率 保証人 申込期日

産業労働者
住宅資金貸付制度
<取扱金融機関>
中央労働金庫

秩父支店

市内に居住するため
の住居を新築、増改
築、購入、修繕およ
び宅地の取得資金

①事業所に引き続き２年以上
勤務する方

②年齢が満20歳以上51歳未満
の方

③市税を完納している方
④資金の返済能力を有する方

有 1,000万円 25年以内 変　動
年2.015％ 埼玉県労働

者信用基金
協会の保証
を付す

随時
無 500万円 15年以内 変　動

年2.865％

（お願い）融資利率は、改定される場合がありますので、申込み前にご確認をお願いします。
問い合わせ　　工業振興課　☎２２－３４２８（直通）
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平
成
１
９
年
度
市
税
等
納
期
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
　
月

税
目
・
期
別
・
納
期
限
等

H
19
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10月

11月
12月

H
20
1月

2月
3月

市
県
民
税
期
　
別

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納
期
限

（
振
替
日
）

７
月
２
日

８
月
31日

10月
31日

１
月
31日

固
定
資
産
税
期
　
別

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納
期
限

（
振
替
日
）

５
月
31日

７
月
31日

12月
25日

２
月
29日

軽
自
動
車
税
期
　
別

第
１
期

納
期
限

（
振
替
日
）

５
月
31日

国
民
健
康
保
険
税
期
　
別

第
１
期
第
２
期
第
３
期
第
４
期
第
５
期
第
６
期
第
７
期
第
８
期

納
期
限

（
振
替
日
）

７
月
31日

８
月
31日

10月
１
日
10月
31日

11月
30日

12月
25日

１
月
31日

２
月
29日

休
日
納
税
窓
口
（
本
庁
の
み
）

（
毎
月
最
終
日
曜
日
）

29日
27日

24日
29日

26日
30日

28日
25日

23日
27日

24日
30日

◎
夜
間
納
税
窓
口
（
本
庁
の
み
午
後
５
時
15分
～
７
時
15分
）
を
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
口
座
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の
で
、
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
秩
父
市
役
所
収
納
課
　（
本
庁
舎
２
階
）
☎
２
２
－
２
２
１
１
　
内
線
１
２
８
４
・
１
２
８
５

キ

リ

ト

リ
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市
、
商
工
会
議
所
等
市
内
21
団
体
で

構
成
す
る
「
秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信

網
整
備
促
進
協
議
会
」（
会
長
：
栗
原

市
長
）
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘
致

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
市
内
23
町
会
、
32
・

６
％
の
世
帯
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い

る
地
域
が
多
く
残
る
中
、
今
後
の
整
備

予
定
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

エ
リ
ア
拡
大
を
望
む
声
が
多
い
な
が

ら
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
エ
リ
ア
拡
大

の
判
断
材
料
と
し
て
い
る
「
仮
申
込
」

の
絶
対
数
の
少
な
さ
か
ら
、
他
市
町
村

よ
り
優
先
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

着
実
な
エ
リ
ア
拡
大
を
促
し
、
通
信

環
境
の
早
期
改
善
を
図
る
た
め
、
Ｂ
フ

レ
ッ
ツ
の
「
仮
申
込
」
の
募
集
を
再
び

開
始
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を

利
用
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
仮
申
込
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
既
に
仮
申
込
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は

改
め
て
の
仮
申
込
は
不
要
で
す
が
、

記
載
事
項
等
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
再
度
の
仮
申
込
を

お
願
い
し
ま
す
。

対　

象　
市
内
全
域
（
既
に
サ
ー
ビ
ス
提

供
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
地
域
を
除
く
。）

受
付
方
法

①
秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

経
由
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

②
こ
の
ペ
ー
ジ
の
裏
（
24
ペ
ー
ジ
）
が

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
22

－

１
３
６
３
）、

ま
た
は
郵
送
（
〒
３
６
８

－

８
６
８

６　

熊
木
町
８

－

15　

秩
父
市
役
所

情
報
政
策
課
あ
て
）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、直
接
情
報
政
策
課
（
本

庁
舎
２
階
）
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
。

•
仮
申
込
書
は
、
秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

６
月
末
を
目
途
と
し
て
受
付

仮
申
込
書
の
取
扱
に
つ
い
て

１
．
仮
申
込
書
は
協
議
会
で
と
り
ま
と

め
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
提
出
し
ま
す
。

２
．
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
決
ま
っ
た
場
合
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
仮
申
込
を
さ

れ
た
方
に
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
改
め
て
確
認
し
、
正
式
な

申
込
み
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

く
か
た
ち
と
な
り
ま
す
。

　
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」
に
記
載

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
に
提
供
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
正
式
決
定

後
、
お
客
様
へ
の
本
人
確
認
、
各
種
お

客
様
へ
の
通
知
お
よ
び
そ
の
他
正
式
な

お
申
込
確
認
の
実
施
に
必
要
と
な
る
範

囲
内
で
の
み
利
用
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

　
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
個
人
宅
、
オ
フ
ィ
ス
等
に
直
結
す

る
こ
と
で
高
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

可
能
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
上
り
も

下
り
も
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
の
超
高

速
・
大
容
量
通
信
に
加
え
、
通
信
料
を

定
額
に
す
る
こ
と
で
よ
り
自
由
で
快
適

な
通
信
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

月
額
費
用
例

　

ハ
イ
パ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ

　
　

５
，２
０
０
円
（
税
込
５
，４
６
０
円
）

　

詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
、料
金
に
つ

い
て
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本「
フ
レ
ッ
ツ
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://fl ets.com

）を

ご
参
照
い
た
だ
く
か
、フ
レ
ッ
ツ
受
付

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

－

１
１
６
１

１
６
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
担
当
者

が
、「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
活
用
法
や
、

お
ト
ク
な
「
ひ
か
り
電
話
」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
会
場
も
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第
１
回

と　

き　

４
月
25
日
㈬

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

久
那
公
民
館

第
２
回

と　

き　

４
月
26
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

影
森
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網

整
備
促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
情
報
政

策
課
）
☎
22

－

２
２
０
４
（
直
通
）

Ｅ
メ
ー
ル　

joho@
city.chichibu.lg.jp

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
に
つ
い
て

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の「
仮
申
込
」募
集
を

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の「
仮
申
込
」募
集
を

再
び
開
始
し
ま
す
！

再
び
開
始
し
ま
す
！
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「Ｂフレッツ」仮申込書

①ご利用ご希望の
サービス

□ハイパーファミリータイプ　　　 □ベーシックタイプ

□ビジネスタイプ　　　　　　　　 　　□マンションタイプ

②記入年月日 平成　　年　　月　　日
③ご契約ＩＤ
※現在フレッツサービスをご
利用の場合でＩＤがお分かり
の場合ご記入ください。

④お客様区分 　　□個人　　　　□法人　　　　□学校法人

⑤お申込者名

フリガナ

⑥フレッツ
　ご契約者名

※現在フレッツサービスをご
利用の場合にご記入ください。
※お申込者と同一の場合は記
入不要です。

フリガナ
⑦ご連絡先

※平日日中のご
連絡先をご記入
ください。

Ｅメールアドレス

⑧ご利用予定場所

※Bフレッツをご利用になる
住所をご記入ください。

〒

（マンション・アパート名）

号室（　　　　　　　　　様方）

⑨ご利用予定場所の
電話番号

※サービスのご利用予定の場
所でお使いのＮＴＴ東日本ご
契約の電話回線番号をご記入
ください。

※本書面に記載いただいた個人情報は、ＮＴＴ東日本に提供し、NTT東日本のBフレッツサービス提供の正式決定後、お客様
への本人確認、各種お客様への通知およびその他正式なお申込確認の実施に必要となる範囲内でのみ利用いたします。

この仮申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ（22－1363）また
は郵送（〒368－8686　秩父市熊木町８－15　秩父市役所情報政策
課あて）でお送りください。直接ご持参（情報政策課：本庁舎2階）
いただいても結構です。



25

秩
父
市
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

住
宅
等
の
建
築
を
お
考
え
の
方
へ
！
　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
に
使
用
し
た
水
と
ト
イ
レ
の
排
水
を
併
せ
て
き
れ
い
に
処
理
で
き
る
浄
化
槽
で
す
。

対
象
地
域

制
度

概
要

補
助
金
額
・
設
置
費
分
担
金
額

使
用
開
始
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

申
込
み

問
い
合
わ
せ

旧
秩
父
市

旧
秩
父
市
全
域
　
　

　
　
　
　
　

（
た
だ
し
、
公
共
下

水
道
事
業
認
可
区
域

お
よ
び
農
業
集
落
排

水
事
業
実
施
採
択
区

域
を
除
き
ま
す
）

個
人
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
設
置
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、個
人
の
専
用
住
宅
に
限
り
ま
す
。）

交
付
条
件
：

●
営
利
を
目
的
と
し
な
い
方

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
平
成
19年
度
中（
平
成
20年
２
月
末
ま
で
）

に
浄
化
槽
を
使
用
で
き
る
方

●
浄
化
槽
法
に
よ
る
保
守
点
検
・
清
掃
・
法

定
検
査
等
の
維
持
管
理
が
で
き
る
方

補
助

金
額

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
個
人
で
点
検
業
者
お
よ
び
清
掃
業
者
に

依
頼
し
行
い
ま
す
。

　「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
個
人
で
（
社
）
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会

へ
依
頼
し
ま
す
。

４
月
～
１１
月
下
旬
ご
ろ

ま
で

（
予
定
基
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

市
役
所

生
活
衛
生
課

☎
25-5202（

直
通
）

1人
槽
あ
た
り
10万

円
（
た
だ
し
、
10人

槽
を
限
度
と
し
ま
す
。）

旧
吉
田
町

旧
吉
田
町
全
域
　
　

　
　
　
　
　

（
た
だ
し
、
農
業
集

落
排
水
事
業
実
施

採
択
区
域
は
除
き
ま

す
。）

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
。）

設
置
す
る
前
に
、
市
へ
設
置
費
分
担
金
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
費
分
担
金

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
市
の
指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行
い
ま
す
。

「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
市
で
（
社
）
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
へ
依

頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

《
浄
化
槽
使
用
料
金
》
２
か
月
に
一
度
徴
収
（
税
込
）

●
保
守
点
検
料
：

　
５
人
槽
～
20人
槽
：
2,000円

　
21人

槽
～
40人

槽
：
4,000円

　
41人

槽
～
50人

槽
：
6,000円

●
法
定
検
査
料
：
5,000円

（
10人
槽
以
下
の
場
合
）

　
清
掃
料
金
に
つ
い
て
は
、
汲
み
取
り
量
に
応
じ
た
実
費
を
市
へ
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
～
１１
月
中
旬
ご
ろ

ま
で

（
年
間
３
０
基
を
予
定
。

予
定
基
数
を
超
え
る
と

締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

吉
田
総
合
支
所

地
域
振
興
課

☎
７
７
-１１１１（

代
表
）

●
一
般
家
庭
：
本
体
工
事
費
の
1割
を
負
担

●
事
業
所
等
：
本
体
工
事
費
の
4割
を
負
担

旧
大
滝
村

旧
大
滝
村
全
域

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
。）

市
へ
設
置
費
分
担
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

設
置
費
分
担
金

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
市
の
指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行
い
ま
す
。

「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
市
で
（
社
）
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
へ
依

頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

《
浄
化
槽
使
用
料
金
》
毎
月
徴
収
（
税
別
）

　
・
５
人
槽
：
2,000円

　
・
７
人
槽
：
2,800円

　
・
10人

槽
：
4,000円

　
・
11人
槽
～
50人
槽
：
１
人
槽
あ
た
り
450円

を
乗
じ
て
得
た
額

　
・
51人
槽
以
上
：
１
人
槽
あ
た
り
500円

を
乗
じ
て
得
た
額

前
年
度
の
１０
月
１
日
～

３１
日

（
年
間
７
基
を
予
定
）

（
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

大
滝
総
合
支
所

地
域
振
興
課

☎
５
５
-０１０１（

代
表
）

≪
浄
化
槽
本
体
設
置
分
≫

●
5人
槽
：
6万
円
（
一
括
払
い
5万
円
）

●
7人
槽
：
8万
円
（
一
括
払
い
7万
円
）

●
10人

槽
：
11万

円
（
一
括
払
い
10万

円
）

●
11人

～
50人

槽
：
1人
槽
あ
た
り
2万

円
を
乗
じ
て
得
た
額

●
51人

槽
以
上
：
1人
槽
あ
た
り
5万
円
を

乗
じ
て
得
た
額

≪
集
水
管
・
排
水
管
設
置
分
≫

●
集
水
管
お
よ
び
排
水
管
１
ｍ
に
つ
き
、

3,000円
を
控
除
し
て
得
た
額

旧
荒
川
村

旧
荒
川
村
全
域

市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

（
す
べ
て
の
建
築
物
が
対
象
で
す
。）

設
置
す
る
前
に
、
市
へ
設
置
費
分
担
金
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
置
費
分
担
金

　「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
は
市
の
指
定
し
た
業
者
に
よ
り
行
い
ま
す
。

「
法
定
検
査
」
に
つ
い
て
も
市
で
（
社
）
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
へ
依

頼
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
、
使
用
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

《
浄
化
槽
使
用
料
金
》
年
に
一
度
徴
収
（
税
別
）

●
保
守
点
検
料
：
実
費
用
を
市
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
法
定
検
査
料
（
10人
槽
以
下
の
場
合
）

　
初
回
：
13,000円

　
２
回
目
以
降
：
5,000円

　
清
掃
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
清
掃
業
者
へ
依
頼
し
行
い
ま
す
。

４
月
～
11月

中
旬
ご

ろ
ま
で

（
年
間
45基

を
予
定
。

予
定
基
数
を
超
え
る
と

締
め
切
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

荒
川
総
合
支
所

地
域
振
興
課

☎
５
４
-２１１１（

代
表
）

●
一
般
家
庭
：
本
体
工
事
費
の
1割
を
負
担

●
事
業
所
等
：
本
体
工
事
費
の
4割
を
負
担

単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
に
は
、
撤
去
工
事
費
へ
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　

ご
葬
儀
・
ご
法
要
の
ほ
か
各
種
催
事

会
場
と
し
て
宮
側
町
公
会
堂
を
広
く
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

み
や
の
か
わ
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
部

　

☎
24

－

８
８
５
６　
（
担
当
：
鈴
木
）

2626

４
月
20
日
㈮
〜
30
日
㈪

市
内
商
店
街
で
セ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☆
施
設
に
居
な
が
ら
み
ん
な
で
気
楽
に

楽
し
く
お
買
い
物
♪

☆
ご
要
望
で
ど
ん
な
商
品
で
も
揃
え
て

い
き
ま
す
。

☆
お
買
い
物
は
現
金
ま
た
は
楽
楽
屋
専

用
商
品
券
が
使
え
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
担
当
：
相
澤
）

　

☎
０
１
２
０

－

１
７

－

２
０
３
１

★
商
品
と
引
換
に
商

品
代
金
と
利
用
料

金
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

【
利
用
料
２
９
０
円
】

※
た
だ
し
一
部
地
域

は
別
途
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

★
ご
希
望
の
方
に
は
定
期
的
に
御
用
聞

き
の
お
電
話
を
差
し
上
げ
ま
す
。

お
買
い
物
を
代
行
し
ま
す

お
買
い
物
を
代
行
し
ま
す

秩
父
ま
る
ご
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

秩
父
ま
る
ご
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

一
店
逸
品
セ
ー
ル
！

一
店
逸
品
セ
ー
ル
！

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
２
８
回

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
２
８
回

４
月
21
日
㈯
午
後
７
時
〜

★
芝
桜
セ
ー
ル

　
（
４
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰
）

★
秩
父
歌
舞
伎
が
や
っ
て
く
る
！

★
コ
イ
ン
型
商
品
券
交
流

　

川
越
小
判
が
や
っ
て
く
る

★
芝
桜
音
頭

★
紙
飛
行
機
大
会

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
芝
桜
祭
記
念
福
引
大
会

　

任
天
堂
ｗウ

ィ

ー

ｉ
ｉ
が
当
た
る
！

参
加
方
法　

ナ
イ
ト
開
催
時
に
福
引
き
会

場
へ
市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
福
引
き

に
１
回
（
お
一
人
様
一
枚
ま
で
）
参
加

で
き
ま
す
。（
市
報
は
お
返
し
し
ま
す
。

景
品
は
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。）

　

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
。

市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

（競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

２日 ３月23日 尾田蒔117号線道路改良工事 中寺尾地内 5,691,000 5,565,000 97.79 山武建設工業㈱ 道路課
25－5213

２日 ３月26日 尾田蒔158号線配水管布設
工事 寺尾地内 9,891,000 9,555,000 96.60 ㈲浅見設備工業

水道部
工務課

25－5222

２日 ３月31日 雨水吐夾雑物排除施設設置
工事

下水道センター
地内 41,475,000 40,950,000 98.73 太洋建設㈱ 下水道課

25－5218

２日 ３月31日 幹線３号線道路改築工事 大畑町地内 40,005,000 37,800,000 94.49 ㈱山口組 道路課
25－5213

15日 ３月31日 （仮称）みのりの里施設整備工
事（厨房棟・駐車場トイレ棟） 荒川上田野地内 38,640,000 38,220,000 98.91 ㈲町田建設 建築住宅課

25－5214

19日 ３月26日 永田住宅防水改修Ⅰ期工事 市営永田住宅 12,600,000 10,395,000 82.50 ㈱高橋組 建築住宅課
25－5214

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成19年2月契約分 公共工事の発注状況を公表します

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に

施
設
内
の
ス
ペ
ー
ス
に

　
　

楽
楽
屋（
お
店
）を

　
　

楽
楽
屋（
お
店
）を

　
　
　
　
　
　

開
き
ま
す

　
　
　
　
　
　

開
き
ま
す

み
や
の
か
わ
商
店
街

み
や
の
か
わ
商
店
街

で
セ
レ
モ
ニ
ー

で
セ
レ
モ
ニ
ー

済
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　平成19年４月１日付けで市職員の人事異動がありましたので、課長
級以上についてお知らせします。
　（　　）内は発令前の職名です。なお、配置換を伴う昇格は、昇格
の項に記載します。
【部長級】
▼配置換
   ▽市長室長（財務部長）新井竹男
   ▽環境農林部長（吉田総合支所長）磯田敏行
   ▽教育委員会事務局長（生涯学習部長）小池廣行
▼昇　格
　▽財務部長（財務部次長兼財政課長）横井隆幸
　▽産業観光部長（市長室長）大島育生
　▽吉田総合支所長（市民生活部次長兼保険年金課長）金丸一郎
　▽市立病院事務局長（市立病院事務局次長）富田  昭
　▽議会事務局長（議会事務局次長）小杉正司
【次長級】
▼配置換
▽市民生活部歴史文化伝承館長兼中央公民館長・勤労青少年ホーム
館長／芸術文化会館長／尾田蒔･原谷･久那･高篠･大田･影森･浦山
の公民館主席主幹（生涯学習部歴史文化伝承館長兼中央公民館長・
勤労青少年ホーム館長）栗島節子

　▽健康福祉部次長（生涯学習部次長兼文化財保護課長）加藤茂樹
▽健康福祉部保健センター所長（荒川総合支所副支所長兼総務課長）
斎藤　保
▽環境農林部環境技監（環境農林部次長兼バイオマス・環境総合研
究所長）関根正嗣
▽環境農林部次長兼秩父環境衛生センター清流園所長（市民生活部
次長兼秩父環境衛生センター清流園所長）齋藤貞男

　▽地域整備部次長（吉田総合支所副支所長兼総務課長）新井清久
　▽水道部次長兼荒川事務所長（水道部次長）関根  忠
▽議会事務局次長兼庶務課長（大滝総合支所副支所長兼総務課長）
　松崎重男
▽監査事務局長兼選挙管理委員会主席主幹･公平委員会書記長･固定
資産評価審査委員会書記（総務部次長）笠原三枝子

　▽秩父広域市町村圏組合事務局次長＝派遣（水道部次長）福島英夫
▼昇　格
　▽市長室次長兼秘書課長（市長室企画課長）新井秀弘
　▽総務部次長兼人事課長（市長室秘書課長）持田末広
　▽財務部次長（総務部人事課長）大沢賢治
▽市民生活部次長兼市民生活課長（市民生活部市民生活課長）井上
まり子
▽市民生活部次長兼市民スポーツ課長（生涯学習部スポーツ健康課
長）大谷幾勇

　▽地域整備部技監兼道路課長（地域整備部道路課長）浅見治雄
　▽吉田総合支所副支所長（総務部情報政策課長）栗原幸一
　▽大滝総合支所副支所長（荒川総合支所地域整備課長）高橋保吉
　▽荒川総合支所副支所長（大滝総合支所市民支援課長）黒澤保夫
　▽市立病院事務局次長（市立病院事務局医事課長）加藤  登
　▽会計管理者（財務部課税課長）関根  進
　▽水道部次長兼大滝事務所長（水道部営業課長）島崎  洋
【課長級】
▼配置換
　▽市長室政策行革課長（総務部危機管理課長）高橋  進
　▽市長室ふるさと創造課長（財務部契約課長）福原隆夫
▽総務部総務課主席主幹（生涯学習部生涯学習課主席主幹）多田み
どり
▽総務部工事検査課主席主幹（地域整備部下水道課主席主幹）横田
茂樹

　▽財務部課税課長（会計課長）町田恵二
　▽財務部契約課長（市立病院事務局管理課長）飯島起也
▽市民生活部市民課長兼尾田蒔･原谷･久那･高篠･大田･影森･浦山の
出張所長（大滝総合支所産業振興課長）山中和則

　▽市民生活部保険年金課長（健康福祉部社会福祉課長）江田和彦
▽市民生活部保険年金課主席主幹（環境農林部林業振興課主席主幹）
加藤  昇
▽市民生活部大滝公民館主席主幹兼教育委員会秩父図書館大滝分館
主席主幹（生涯学習部大滝公民館主席主幹）横田好一
▽健康福祉部社会福祉課長（健康福祉部高齢者介護課主席主幹）北
堀芳明
▽健康福祉部高齢者介護課主席主幹＝派遣 社会福祉事業団（教育
委員会吉田事務所長兼秩父図書館吉田分館主席主幹）新井行男

▽産業観光部文化財課長兼吉田歴史民俗資料館長（生涯学習部生涯
学習課長兼芸術文化会館長）新井和美

　▽環境農林部生活衛生課長（市民生活部生活衛生課長）小池正一
▽環境農林部秩父環境衛生センター清流園主席主幹（市民生活部秩
父環境衛生センター清流園主席主幹）岩田幹夫

　▽地域整備部教育施設課長（地域整備部建築住宅課長）新井利典
　▽吉田総合支所総務課長（吉田総合支所健康福祉課長）新井時夫
▽吉田総合支所市民福祉課長兼吉田公民館主席主幹（市民生活部市
民課長）上原芳明
▽吉田総合支所市民福祉課主席主幹（吉田総合支所市民支援課主席
主幹）岡田啓介

　▽吉田総合支所地域振興課長（吉田総合支所地域整備課長）本多秀夫
▽吉田総合支所地域振興課主席主幹（吉田総合支所地域整備課主席
主幹）村田  啓

　▽大滝総合支所総務課長（大滝総合支所健康福祉課長）磯田芳孝
▽大滝総合支所市民福祉課長兼大滝公民館主席主幹（教育委員会大
滝事務所長）千島初夫

　▽大滝総合支所地域振興課長（大滝総合支所地域整備課長）島田孝行
▽大滝総合支所地域振興課主席主幹（大滝総合支所産業振興課主席
主幹）山中正宗

　▽荒川総合支所総務課長（荒川総合支所健康福祉課長）黒澤桂助
▽荒川総合支所市民福祉課長兼荒川公民館主席主幹（荒川総合支所
市民支援課長）千嶋　敏

　▽荒川総合支所地域振興課長（荒川総合支所産業振興課長）町田達弥
　▽市立病院事務局管理課長（吉田総合支所市民支援課長）村田幸雄
　▽市立病院事務局医事課長（議会事務局庶務課長）石渡信幸
　▽大滝国保診療所事務局長（学校教育部保健給食課長）大村源吉
　▽会計課長（生涯学習部歴史文化伝承館主席主幹）関根健夫
　▽水道部業務課長（教育委員会荒川事務所長）島崎幸二
▽水道部荒川事務所主席主幹（荒川総合支所地域整備課主席主幹）
　新井邦芳
　▽教育委員会事務局教育総務課長（財務部課税課主席主幹）林  昭弘
▽教育委員会事務局主任指導主事兼学校教育課長･中村学童保育室
長（埼玉県＝派遣）新井和彦 
▽教育委員会事務局保健給食課長（大滝国保診療所事務局長）山中
正義
▽教育委員会事務局保健給食課統括調理場長兼主席主幹･秩父第一中
学校･吉田･荒川の共同調理場長／秩父図書館主席主幹（学校教育
部保健給食課主席主幹兼秩父第一中学校共同調理場長）関根榮次

　▽教育委員会事務局教育研究所指導主事（埼玉県＝派遣）島嵜孝夫
▽農業委員会主席主幹（生涯学習部原谷公民館主席主幹兼市民生活
部市民課原谷出張所長）岸　敏男
▽秩父広域市町村圏組合事務局業務課長＝派遣（吉田総合支所産業
振興課長）浅見　弘

　▽市立病院麻酔科部長（市立病院内科部医長）島村寿男
▼昇　格
　▽総務部危機管理課主席主幹（荒川総合支所総務課主幹）萩原　明
　▽財務部管財課主席主幹（財務部管財課主幹）斎藤隆夫
　▽財務部課税課主席主幹（吉田総合支所総務課主幹）宮前房男
　▽財務部収納課主席主幹（財務部収納課主幹）金沢陽一
▽市民生活部市民課主席主幹（市民生活部保険年金課主幹）浅見き
よみ
▽健康福祉部高齢者介護課主席主幹（健康福祉部保健センター主幹）
浅香貴雄
▽産業観光部観光振興課主席主幹（産業経済部観光振興課主幹）湯
本則子
▽環境農林部生活衛生課主席主幹兼総務部危機管理課主席主幹（市
民生活部生活衛生課主幹）平沼邦夫
▽地域整備部まちづくり課主席主幹（地域整備部まちづくり課主幹）
山岸  剛

　▽地域整備部道路課主席主幹兼総務部危機管理課主席主幹（地域整
備部道路課主幹）加藤  猛
▽地域整備部公園課主席主幹兼総務部工事検査課主席主幹（地域整
備部公園課主幹）永田充徳

　▽水道部吉田事務所主席主幹（水道部吉田事務所主幹）小池  健
▽教育委員会事務局主任指導主事兼学校教育課主席主幹（学校教育
部指導主事兼学校教育課主幹）山中正広

　▽市立病院放射線科長（市立病院放射線科放射線技師長）真下隆夫

退職者（３月31日付退職）
加藤貞夫▽青木隆人▽深田源一郎▽高橋兼夫▽宮前廣幸▽北堀秀子
加藤里子▽山口アサ子▽斎藤　豊▽千島久江▽野邉美代子
▽新井節子▽田代勝三▽浅賀嘉之▽引間幸和▽山中洋子▽原島邦夫
▽廣瀬勝彦▽中原伴子▽齋藤章子▽中村光代▽土屋順子
▽黒澤しげ子▽山中幸夫▽加藤沙織

市職員人事異動のお知らせ市職員人事異動のお知らせ
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わが
家の

わが
家の

わが
家の

わが
家の

ア

イ ド

ル

ア

イ ド

ル

ア

イ ド

ル

ア

イ ド

ル

「僕もオートバイ
かっこいいなー」

（荒川上田野）

三上　和
かず

宏
ひろ

 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・両親とお子さんの名前・電話番号・生年月日と
コメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは、翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「　これからも
元気に育ってネ！　」

（寺　尾）

加藤南
な

々
な

葉
は

 ちゃん
「すべり台、
　　　　楽しいな～♪」

（中　町）

山中　煌
こう

己
き

 くん
「いいお顔」

（下影森）

強谷　萌
もえ

夏
か

 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

（
評
）須
田
真
弓
さ
ん
は
、
鬼
や
ら
う
念
を
座
五
の
「
一
握
り
」
に
表
白
し
て
い
ま
す
。
藤
田
正
巳
さ
ん
は
、
喉
に
沁
み
る
冷
た

さ
に
生
き
返
っ
た
よ
う
な
思
い
を
、「
命
得
て
」
と
表
し
ま
し
た
。
島
﨑
春
治
さ
ん
・
山
口
千
代
子
さ
ん
・
青
葉
庄
太
郎
さ
ん
も
、

自
然
の
中
の
命
の
動
き
を
捉
え
ま
し
た
。
山
中
伊
世
子
さ
ん
は
カ
レ
ン
ダ
ー
の
鉾
や
山
車
の
写
真
な
ど
か
ら
、
そ
の
囃
子
の
音

を
聴
き
と
り
ま
し
た
。
田
村
喜
平
さ
ん
の
作
品
に
は
、
俳
味
の
あ
る
声
が
聴
か
れ
ま
す
。
大
嶌
映
子
さ
ん
や
黒
沢
志
の
さ
ん
の

作
品
に
は
、
心
の
ゆ
と
り
を
、
中
村
美
代
さ
ん
は
、
自
然
へ
踏
み
出
す
意
欲
を
詠
っ
て
い
ま
す
。

鬼

の

豆

天

に

向

け

た

る

一

握

り 

近
戸
町　

須
田　

真
弓

目
覚
め
飲
む
余
寒
の
水
に
命
得
て 

上　

町　

藤
田　

正
巳

初

暦

囃

子

聞

こ

ゆ

る

鉾

と

山

車 

荒
川
日
野　

山
中
伊
世
子

馬
鈴
薯
の
芽
に
急
か
さ
れ
て
畑
を
打
つ 

上　

町　

島
﨑　

春
治

熊

出

る

と

い

ふ

標し
る
べ

褪

せ

山

笑

ふ 

上　

町　

田
村　

喜
平

短
日
を
背
で
追
い
乍
ら
作
務
衣
縫
う 

山　

田　

大
嶌　

映
子

春
立
つ
や
一
歩
踏
み
出
す
万
歩
計 

黒　

谷　

中
村　

美
代

若
き
ら
の
帰
り
を
待
ち
て
毛
糸
編
む 

上
吉
田　

黒
沢　

志
の

雨
細
き
日
な
り
ひ
そ
か
な
蕗
の
薹 

下
影
森　

山
口
千
代
子

廃

屋

の

崩

れ

し

影

の

下

萌

ゆ

る 

小　

柱　

青
葉
庄
太
郎

竹
内
弥
太
郎　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
木
村
さ
ん
、
上
句
に
作
者
の
心
理
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
田
さ
ん
、
人
間
の
良
心
を
悪
用
す
る
振
り
込
め
詐
欺
、

許
し
難
い
こ
と
で
す
。
下
句
に
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
詠
み
方
が
見
え
ま
す
。
市
川
さ
ん
、
早
春
の
み
ど
り
の
蕗
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
優
し
さ
の
溢
れ
た
一
首
。
中
野
さ
ん
、
最
近
秩
父
銘
仙
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
句
に
秩
父
銘
仙
の
柄
の
特
色
が
出
せ
る
と
も
っ
と
よ
く
な
り
ま
す
。
加
藤
さ
ん
、
よ
く
見
か
け
る
風
景
を
、
銀
河
の
如
く
と

い
っ
た
と
こ
ろ
に
一
首
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

何
も
か
も
忘
れ
て
消
え
て
し
ま
い
た
い
介
護
と
仕
事
に
疲
れ
た
夜
は 

桜
木
町　

木
村　

一
枝

ま
た
し
て
も
振
り
込
め
詐
欺
の
放
送
か
峡
の
町
に
も
被
害
ひ
ろ
が
る 

中　

町　

内
田　

定
男

さ
み
ど
り
の
昨
日
摘
み
た
る
蕗
の
薹
眼
を
病
む
姉
に
酢
味
噌
和
え
に
す 

大
畑
町　

市
川　

サ
ダ

色
褪
せ
し
和
服
姿
の
吾
が
写
真
秩
父
銘
仙
の
柄
の
懐
か
し 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

車
窓
よ
り
遥
か
に
見
ゆ
る
夜
の
景
銀
河
の
如
く
街
の
灯
点
る 

上
吉
田　

加
藤
右
津
美

信
濃
路
の
幼
稚
園
児
の
風
船
が
便
り
を
付
け
て
秩
父
路
に
落
つ 

日
野
田
町　

関
根　

克
司

「
旅
立
ち
の
丘
」
に
登
れ
ば
初
恋
の
終
り
し
駅
の
遠
く
霞
め
り 

吉
田
久
長　

関　
　

孝
一

親
の
背
を
抜
き
た
る
孫
の
十
三
人
あ
り
て
長
寿
の
吾
を
犒

ね
ぎ
ら

う 

中
宮
地
町　

福
島　

惣
吉

落
葉
掃
く
垣
根
の
も
と
に
二
個
三
個
翡
翠
色
し
た
蕗
の
薹
あ
り 

相
生
町　

高
野
セ
ツ
子

や
わ
ら
か
き
日
差
し
を
あ
び
て
濡
れ
緑
に
編
み
直
さ
ん
と
セ
ー
タ
ー
ほ
ぐ
す 

三　

峰　

千
島
サ
マ
井

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（４月末締切り分→６月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。
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◇
４
月
10
日
〜
５
月
31
日
の
休
館
日

◇
絵
本
相
談
が
始
ま
り
ま
す

　

お
子
さ
ん
と
過
ご
す
絵
本
タ
イ
ム
は

充
実
し
て
い
ま
す
か
？　

ど
ん
な
絵
本

を
選
ん
だ
ら
良
い
か
、
迷
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

秩
父
図
書
館
で
は
、

４
月
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
絵
本
相
談
日
を
設
け
ま
す
。
良
い

絵
本
の
選
び
方
、
与
え
方
な
ど
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

秩
父
図
書
館
１
階
児
童
室

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
野
純
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　

高
田
律
子
先
生

◇
寄
贈
本
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
秩
父
宮
会
か
ら
『
源
平
合

戦
事
典
』
、
『
日
本
樹
木
名
方
言
集
』

ほ
か
３
冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
新
年
度
講
座
受
講
生
の
募
集

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に
つ

い
て
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
申
込

み
多
数
で
締
め
切
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
万
葉
集
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師　

柿
堺
欣
一
郎
先
生

内　

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

●
俳
句
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

内　

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

受　

付　

現
在
受
付
中

受
付
場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

４
月
14
・
28
日
、
５
月
12
・
26
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

●
第
１
２
６
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
天
使
の
詩
』

（
１
９
６
７
年
、イ
タ
リ
ア
、１
０
５
分
）

監　

督　

ル
イ
ジ
・
コ
メ
ン
チ
ー
ニ

出　

演　

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ク
ェ
イ
ル
、

ス
テ
フ
ァ
ノ
・
コ
ラ
グ
ラ
ン
デ
ほ
か

内　

容　

兄
の
ア
ン
ド
レ
ア
は
、
母
の

死
後
、
父
か
ら
病
弱
な
弟
ミ
ロ
に
母
の

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

死
を
隠
す
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

あ
る
夜
、
ミ
ロ
が
母
の
死
を
口
に
し
た

こ
と
か
ら
父
は
ア
ン
ド
レ
ア
が
秘
密
を

破
っ
た
と
誤
解
す
る
。
父
と
子
の
心
の

食
い
違
い
を
描
い
た
名
作
！

◎
４
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

●
図
書
館
で
人
気
の
名
作
映
画
鑑
賞
会

　

５
月
・
６
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

４
月
10
日
、
５
月
８
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
や
さ

し
い
絵
本
や
手
あ
そ
び
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

　

４
月
28
日
、
５
月
26
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
、
手
あ

そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

◇
転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
図
書
館
を
利
用
す
る
機
会
が
な
く

な
る
方
は
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を

図
書
館
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 火 秩　　　　　　 17 木
２ 水 18 金
３ 木 　　　　吉　大 19 土 　　　　　　大
４ 金 　　　　吉　大 20 日 　　　　　　大
５ 土 　　　　吉　大 21 月 秩　荒　吉　　
６ 日 　　　　　　大 22 火
７ 月 秩　荒　吉　　 23 水
８ 火 24 木
９ 水 25 金
10 木 26 土 　　　　　　大
11 金 27 日 　　　　　　大
12 土 　　　　　　大 28 月 秩　荒　吉　　
13 日 　　　　　　大 29 火
14 月 秩　荒　吉　　 30 水
15 火 31 木 秩　　　　　　
16 水

５月 ４月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 火 21 土 　　　　　　大
11 水 22 日 　　　　　　大
12 木 23 月 秩　荒　吉
13 金 24 火
14 土 　　　　　　大 25 水
15 日 　　　　　　大 26 木
16 月 秩　荒　吉 27 金 秩
17 火 28 土 　　　　　　大
18 水 29 日 　　　　吉　大
19 木 30 月 　　荒　吉　大
20 金

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

５
月
24
日
㈭

真
夏
の
Ｅ
♭

・
文
化
庁
推
薦

６
月
28
日
㈭

三
十
九
夜
・
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
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※「平成19年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　５月21日㈪　10：00～11：30　９：30から受付
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　５月15日㈫　13：30～15：30　吉田振興会館３階
　※初めての方は吉田保健センターへ申込み
●【骨密度健康相談】
　５月16日㈬　13：15～14：00
　※希望される方は、直接または電話で吉田保健セ
ンターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月18日㈮ 13：15～14：00 １歳６か月児健診
３ 歳 児 健 診

平成17年９・10月生まれ
平成15年12月・平成16年1月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月９日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月31日㈭ 13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　４月24日㈫、５月18日㈮
　10：30～11：30　大滝幼稚園
●【健康相談・育児相談】
　４月10日㈫、５月８日㈫
　13：30～15：00　大滝総合支所内
　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　４月12日㈭・26日㈭、５月10日㈭　９：30～11：10
●【ポリオ予防接種】満３か月～７歳６か月未満
　５月９日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　５月23日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【骨密度健康相談】
　５月10日㈭・22日㈫　13：00～14：00
　内　容　骨密度測定、栄養士による栄養相談
　参加費　無料
　申込み　５月７日㈪までに荒川保健センターへ申

込み（各日先着35人）
●【健康相談】
　４月17日㈫、５月15日㈫　13：00～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
４月25日㈬ 13：15～14：00 １歳６か月児健診

３ 歳 児 健 診
平成17年８・９月生まれ
平成15年11・12月生まれ

５月23日㈬ 13：15～14：00 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成18年12月・平成19年１月生まれ
平成18年６・７月生まれ

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）
月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月25日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察
ブラッシング 指 導
フ ッ 素 塗 布 等

平成17年２・３月生まれ

荒川保健センター

●【三種混合予防接種の受け方に注意しましょう】
　三種混合予防接種は予防効果を高めるため、第１
期初回（１回目・２回目・３回目）の接種について
は３～８週間隔を必ず守って受けてください。
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら
れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・
日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け
付けています。
●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理
解する」ことなどでお困りの方は各保健センター
へご相談ください。

月　　日 会　　場 実施時間
４月16日㈪ 荒川保健センター

13：30～15：30５月17日㈭ 秩父保健センター
５月22日㈫ 吉田保健センター

【お詫びと訂正】
　「平成19年度 秩父市健康カレンダー」17ページの医療機関名に誤りがありましたので、訂正してお詫びいたします。
　誤　萩原医院　→　正　荻原医院

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月７日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

会　　場 日　　　程 回数 時　　間
荒川農村環境改善
センター

５月９日㈬～
毎月第２・４水曜日 全22回 ９：30～11：30
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●【予防接種】（集団）

※５月28日㈪のポリオ予防接種は大変な混雑が予想
されます。可能な限り、別の日程での接種をお勧
めします。

●【歯みがき教室】平成17年４月～６月生まれの幼児
　５月13日㈰　10：00～　先着100人（予約制）
　内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗

布（希望者）など
　申込み　４月18日㈬から電話または来所にて受け

付けます。
※当日、普段お子さんが使用している歯ブラシ、
コップ、タオル、母子手帳をお持ちください。

●【がん集団検診・基本健康診査の申込みについて】
　今年度の胃がん・乳・子宮がん集団検診、基本健
康診査が始まります。受診を希望される方で、まだ
申込みをされていない方は、各保健センターへお問
い合わせください。
●【はつらつ筋力アップ教室】
　40歳以上の方を対象に、スポーツインストラクタ
ーによる軽い運動、音楽に合わせての運動を行いま
す。４月16日㈪午前９時から4月26日㈭午後５時ま
でに、電話で各保健センターへお申し込みください。
参加費は無料です。定員（各会場30人）を超えた場合、
初回の方を優先とし、抽選とさせていただきます。

秩父保健センター

吉田保健センター

大滝保健センター

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級】
　妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※対象となる方に個別通知をしています。電話で秩
父保健センターへお申し込みください。

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
５月10日㈭ 13：00～14：00 ３ 歳 児 健 診 平成16年１月生まれ

５月15日㈫ 13：00～14：00 乳児（４か月児）健診 平成18年12月生まれ

５月16日㈬ 13：00～14：00 乳児（10か月児）健診 平成18年７月生まれ
５月22日㈫ 13：00～14：00 １歳６か月児健診 平成17年10月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月11日㈮ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 ５月11日㈮
６月５日㈫ 13：30～14：30 満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ５月21日㈪
６月25日㈪ 13：30～14：30 満３か月～６か月未満

ポ リ オ
５月28日㈪
６月４日㈪
６月18日㈪

13：30～14：30 満３か月～７歳６か月未満

月   日 時　　間 内　　　容 講　師

１
日
目

５月18日㈮ 13：15～16：00
（受付13：00～）

妊娠中の保健 産婦人科医師
お産の準備と経過
呼吸法など 助産師

２
日
目

５月27日㈰

13：30～16：00
（受付13：15～）

赤ちゃんの育て方 保健師
沐浴実習 助産師

３
日
目

５月30日㈬
歯科保健、歯科健診 歯科医師
歯みがき指導 歯科衛生士
栄養と食事・試食 栄養士

会　　場 日　　　程 回数 時　　間

いきがいセンター
５月７日～７月９日
（毎週月曜日） 全10回 ９：30～11：30
５月10日～７月12日
（毎週木曜日） 全10回 13：30～15：30

影森福祉交流
センター

５月16日～６月13日
（毎週水曜日） 全５回 ９：30～11：30

高篠福祉交流
センター

５月17日～６月14日
（毎週木曜日） 全５回 ９：30～11：30

会　　場 日　　　程 回数 時　　間
吉田振興会館３階 ５月８日㈫～毎月第２・４火曜日 全22回 ９：30～11：30

会　　場 日　　　程 回数 時　　間
強石健康元気プラザ ５月10日～７月12日（毎週木曜日） 全10回 13：30～15：30
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相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

身体・知的障
がいについて

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785（身体
障がい） ☎22－7045（知的障
がい） 22－7055・21－6705土曜  ９時～16時

精神障がい
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～16時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働 月～金曜　8時30分～17時 北部産業労働センター
秩父支所 ☎23－7881

中小企業者向
けよろず金融

５/９  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 福祉女性会館
５/12 13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

５月１日㈫・17日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士５月８日㈫

10時～15時 荒川総合支所
※電話で予約が必要です。
４月20日㈮　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

５月16日㈬　13時～16時 大滝総合支所

行 政

４月16日㈪ 
５月21日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
５月７日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
５月14日㈪ 荒川総合支所
４月23日㈪
５月28日㈪ 大滝総合支所

市 民 木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員

消 費 生 活 月·水·金曜
９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ４月10日㈫・５月８日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ４月18日㈬・５月16日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ５月７日㈪ 　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ４月17日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ４月26日㈭・５月24日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ４月24日㈫・５月22日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ４月13日㈮・５月11日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民福祉課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談室からのお知らせ

いじめ・不登校等教育相談いじめ・不登校等教育相談
メールでも受け付けますメールでも受け付けます

　教育相談室のＥメールアドレスが開設されま
した。いじめや不登校についてなど、教育に関
する相談をいつでも受け付けます。
　相談、悩み等がある方は、お気軽にご相談く
ださい。
Ｅメールアドレス　soudan＠city.chichibu.lg.jp
問い合わせ　教育研究所　☎２２－２４４６（直通）

内職相談を毎日実施します内職相談を毎日実施します
　今まで内職相談は木曜日だけでしたが、４月
から、土・日・祝日を除く毎日相談を受け付け
ます。午前９時から午後４時まで、ちちぶパー
トバンク内「秩父市職業・内職相談コーナー」
で受け付けますので、お気軽にご相談ください。
　また、内職の求人をご希望の企業等がありま
したら、ぜひ内職相談コーナーへ求人登録をお
願いします。
問い合わせ　工業振興課　☎２２－３４２８（直通）
秩父市職業・内職コーナー　☎２４－５２２２

　

最
近
、
国
税
局
・
税
務
署
等
の
職
員

を
装
い
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）
を
操
作
さ
せ
振
込
み
を
行
わ
せ
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ん
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合
は
、

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
告
書
等
を
基

に
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に
確
認
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
や
国
税
局
で
は

①
還
付
金
受
取
の
た
め
に
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の

口
座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
最
近
は
国
税
局
の
電
話
番
号

と
称
し
携
帯
電
話
と
思
わ
れ
る
不
審
な

番
号
に
電
話
を
さ
せ
た
後
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
へ
誘
導
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
秩
父
税

務
署
ま
で
電
話
等
に
よ
り
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
税
務
署

　

☎
22

－

４
４
３
３

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

『
振
り
込
め
詐
欺
』に

『
振
り
込
め
詐
欺
』に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
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す

が
始
ま
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国
民
年
金
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る

学
生
納
付
特
例
制
度

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し

い
場
合
は
、
保
険
料
を
後
払
い
に
で
き

る
「
学
生
納
付
特
例
」
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

○
市
役
所
保
険
年
金
課
、
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
追
納
す
る

（
保
険
料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
生　

大
学
（
大
学
院
）、

短
大
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
お
よ

び
各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
学
生
（
夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方

を
含
む
）
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
本

人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
超
の
と

き
は
、
こ
の
特
例
の
対
象
と
さ
れ
ま
せ

ん
。（
学
生
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、

　

20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

限
度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。）

※
各
種
学
校
の
対
象
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
さ
れ
る
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
が
指

定
し
た
課
程
の
海
外
大
学
（
日
本
分

校
）
の
学
生
も
含
ま
れ
ま
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

○
対
象
に
な
っ
た
期
間
は
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
故
や
病
気
で
障
が
い
が
残

っ
た
り
、
死
亡
し
た
場
合
、
本
人
や

遺
族
に
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
保

険
料
の
額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る
と

経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
が
つ
き

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト

○
申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。
申
請

が
遅
れ
る
と
、
障
害
・
遺
族
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ
ピ

ー
可
）

•
年
金
手
帳
（
初
め
て
国
民
年
金
に
加

入
す
る
方
で
、
加
入
の
届
出
と
一
緒

に
申
請
を
す
る
と
き
は
不
要
）

•
認
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

○
申
請
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
申
請
時
期
に
よ
っ
て

は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内

書
が
行
き
違
い
で
届
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

•
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

•
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に

つ
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

対
象
講
座

１
．
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

の
指
定
訓
練
講
座

２
．
就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

講
座
で
国
が
別
に
定
め
る
講
座

３
．
そ
の
他
、
１
、２
に
準
じ
、
市
長

が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
対
象
と
す

　

母
子
家
庭
の
母
が
、
能
力
開
発
の
た

め
の
講
座
を
受
講
し
た
と
き
や
資
格
取

得
の
た
め
の
養
成
機
関
で
修
業
し
て
い

る
と
き
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

就
職
に
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け
る

た
め
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
に
、
受

講
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象　

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
扶
養
手
当

支
給
水
準
の
母
子
世
帯
で
あ
る
こ
と

る
講
座

支
給
額　

講
座
終
了
後
に
、
対
象
講
座

の
受
講
料
の
40
％
相
当
額
を
支
給
（
８
，

０
０
０
円
以
上
〜
20
万
円
を
上
限
）

※
講
座
を
受
講
す
る
前
に
、
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
現
在
受
講
中
の
講
座

に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象
外
で
す
。

●
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
に
、
養
成
機
関
で
修
業

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
扶
養
手

当
支
給
対
象
水
準
の
母
子
世
帯
で
あ

る
こ
と

•
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

•
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
こ
と

対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保

育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等

の
国
家
資
格

支
給
額　
月
額
10
万
３
，
０
０
０
円
（
12

か
月
を
上
限
、
た
だ
し
修
業
期
間
の
最
後

の
３
分
の
１
に
相
当
す
る
期
間
）

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３
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敬老はり・灸・マッサージ券
を交付します

敬老はり・灸・マッサージ券
を交付します

敬老はり・灸・マッサージ券
を交付します

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の

被
保
険
者
の
入
院
に
係
る
高
額
療
養
費

に
つ
い
て
、
一
医
療
機
関
ご
と
の
窓
口

で
の
支
払
い
が
、
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。　

高
額
療
養
費
の

申
請
方
法
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
し
た

手
続
方
法　

あ
ら
か
じ
め
保
険
年
金
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
等
の
交
付
申

請
を
行
い
、
交
付
さ
れ
た
『
限
度
額
適

用
認
定
証
』
等
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の
所
得

区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

対　象　市内に居住する満70歳以上の方
利用回数　年３回
利用内容　はり・灸・マッサージの治療を受
けた場合、施術料金が2,000円割引されます。
利用施設　下表の施術院
※なお、施術を希望される方は、混雑が予
想されますので、あらかじめ電話等で予
約をしてからお受けください。

利用期間　５月１日㈫～平成20年３月15日㈯
申込受付　４月27日㈮から
※平成19年度中に70歳になる方は、その時
点で申請してください。
申込み・問い合わせ
　高齢者介護課
　☎２２－２２１１内線１１７４
各総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２（直通）
　大滝☎５５－０８６５（直通）
　荒川☎５４－２１１６（直通）

※
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
等
の
交
付

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
も
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
診
療
を
受
け
た
３
か
月
後

に
高
額
療
養
費
の
対
象
に
な
っ
た
方

に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
い
た
だ
く
と
後
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
被

保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
出
産
育
児

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
医
療

機
関
の
同
意
を
得
て
、
事
前
に
保
険
年

金
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

出
産
育
児
一
時
金
を
市
が
直
接
、
医
療

機
関
へ
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
対
象
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象

①
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と
（
出
産
費
資
金
貸
付
制
度

を
利
用
す
る
者
を
除
く
）

②
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る

見
込
み
が
あ
り
、
妊
娠
４
か
月
以
上

の
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

③
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
税
が
完
納
さ

れ
て
い
る
こ
と

以
上
問
い
合
わ
せ

　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

内
線
１
１
３
１
・
１
１
３
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

出
産
育
児
一
時
金
の

受
取
代
理
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

70歳未満の方 自己負担限度額

上位所得 150,000円＋１％
（83,400円）

一　　般 80,100円＋１％
（44,400円）

住民税非課税世帯 35,400円
（24,600円）

※「＋１％」は実際にかかった医療費が
一般267,000円、上位所得者500,000円
を超えた場合超過額の１％が追加負担
となります。

※（　　）内は年４回以上該当した場合
の４回目以降の額です。

【秩父市】
江澤鍼灸院 上 宮 地 町 は・き・マ 23－0456

金内マッサージ 中　　 町 マ 24－9319

気針堂はり温灸院 上　　 町 は・き 23－0667

強谷針灸治療所 山　　 田 は・き・マ 22－2135

泉樹治療院 日 野 田 町 は・き・マ 24－6772

田口マッサージ 野  坂  町 マ 23－8998

田端東洋治療院 永  田  町 は・き・マ 24－6858

秩父第一鍼療院 東　　 町 は・き・マ 22－1926

武甲鍼灸マッサージ院 相  生  町 は・き・マ 22－5613

三上鍼灸院 荒川上田野 は・き 54－1187

優光堂 中  村  町 は・き・マ 25－1731

【小鹿野町】
小松治療院 小 鹿 野 は 75－0085

【皆野町】
太幡マッサージ院 皆　　 野 マ 62－0345
※は･･･はり　 き･･･灸　 マ･･･マッサージ

施 術 院 一 覧 表施 術 院 一 覧 表
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振
替
納
税
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

  

平
成
18
年
分
の
確
定
申
告
に
係
る
振

替
日
は
、

◎
所
得
税　

４
月
20
日
㈮

◎
消
費
税　

４
月
26
日
㈭

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

２
〜
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
残
高
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
預
貯
金
残
高
不
足
等
で
引
落

し
で
き
ま
せ
ん
と
、

◎
所
得
税　

３
月
16
日
㈮

◎
消
費
税　

４
月
３
日
㈫

か
ら
延
滞
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
税
務
署
管
理
徴
収
部
門

　

☎
22

－
４
４
３
４

１

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

有
害
鳥
獣
防
除

対
策
補
助
金

２　

市
で
は
、
有
害
鳥
獣
防
除
の
目
的
で
、

市
内
の
農
地
に
電
気
柵
・
防
護
柵
を
設

置
し
た
方
に
、
資
材
購
入
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す

が
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守

る
た
め
に
農
地
へ
柵
等
を
設
置
し
た
方

交
付
額
・
限
度
額

　

柵
な
ど
の
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内
（
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
す
る
た

め
、
交
付
額
が
申
請
額
よ
り
減
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

•
電
気
柵　

限
度
額
10
万
円

•
防
護
柵　

限
度
額
５
万
円

※
今
年
度
か
ら
防
護
柵
も
資
材
購
入
費

に
対
す
る
補
助
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ま
へ

―
 

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す ―

４　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４
．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日
㈪

※
す
で
に
、
申
請
が
済
ん
で
い
る
方
は

再
度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

該
当
に
な
る
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

　

市
で
は
、
企
業
誘
致
や
既
存
企
業
の

事
業
拡
張
を
支
援
す
る
た
め
、
空
き
用

地
・
工
場
・
倉
庫
の
登
録
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
企
業
か
ら
工
場
等
を
秩
父
へ

立
地
し
た
い
と
い
っ
た
希
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
空
き
用
地
や
工
場
な

ど
の
登
録
件
数
が
大
変
少
な
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、
３
０
０
坪
以
上
の
土
地
、

90
坪
以
上
の
空
き
工
場
・
倉
庫
を
お
持

ち
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
登
録
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
物
件
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
広
く
情
報
提

供
し
ま
す
。

　

登
録
方
法
等
詳
し
く
は
工
業
振
興
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
産
業
情
報
・
商

工
業
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

ご
活
用
く
だ
さ
い

土
つ
く
り
運
動
事
業
補
助
金

３

　

市
で
は
、
土
壌

改
良
の
目
的
で
市

内
畜
産
農
家
か
ら

た
い
肥
等
を
購
入

し
、
農
地
へ
た
い

肥
を
入
れ
た
方
へ

の
購
入
費
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す

が
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

補
助
対
象　

市
内
畜
産
農
家
か
ら
た
い
肥

等
を
１
ト
ン
以
上
購
入
し
、
農
地
の
土

壌
改
良
を
行
っ
た
方

交
付
額
・
限
度
額

　

た
い
肥
な
ど
を
購
入
し
た
経
費
の
３

分
の
１
以
内
（
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

す
る
た
め
、
交
付
額
が
申
請
額
よ
り
減

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

１
世
帯
あ
た
り
、
限
度
額
２
万
円

以
上
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課

　

☎
25

－
５
２
１
０
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
２
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

は
担
当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
手
続　

市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

空
き
用
地
・
工
場
・

 

倉
庫
を
お
持
ち
の
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

５

市報ちちぶでは、有料で広告を掲載しています。掲載基準等詳しくは、広報広聴課へお問い合わせください。
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小
規
模
事
業
者
登
録
に

　

係
る
発
注
上
限
額
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

６　

市
で
は
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会

を
拡
大
し
市
内
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
、
軽
微
な
修
繕
等
を
発
注
す
る
場

合
に
、
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
に
基

づ
き
登
録
業
者
へ
の
発
注
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
発
注
に
か
か
る
上
限
額
は
、

１
件
あ
た
り
50
万
円
未
満
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
工
事
に
係
る
上
限
額
の
み
80

万
円
未
満
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

修
繕
等
の
発
注
は
、
市
の
各
担
当
課

で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

65
歳
ま
で
の
定
年
の
引
上
げ
等

速
や
か
な
実
施
を
！

　

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

義
務
化
年
齢
は
63
歳
で
す
〜

８　

65
歳
未
満
の
定
年
の
定
め
を
し
て
い

る
事
業
主
は
、「
定
年
の
引
上
げ
」「
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
」「
定
年
の
廃
止
」

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

定
年
引
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
等
の
年
齢
は
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の

引
上
げ
に
あ
わ
せ
、
平
成
25
年
４
月
１
日

ま
で
に
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
職
業
対
策

課
（
☎
０
４
８

－

６
０
０

－

６
２
０

９
）ま
た
は
秩
父
公
共
職
業
安
定
所（
☎

22

－
３
２
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になった
が、まだ利用できるものなので譲りたい、ま
たは、譲ってほしいという希望者を登録し、
紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。

譲
り
た
い
物

ベビーバス、子ども用自転車、チャイルド
シート、自転車、学習机、姿見

譲
っ
て
ほ
し
い
物

ベビーカー、自転車用補助イス、子ども用ス
キー道具、二段ベッド

登
録
状
況

　譲りたい物 ６件
　譲ってほしい物 ４件

（平成19年３月19日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限り
ます。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合
は、必ず市民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

７

北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

秩
父
支
所

　

所
管
業
務
変
更
の
お
知
ら
せ

９　

北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
秩
父
支
所

で
は
、
勤
労
者
の
福
祉
に
関
す
る
業
務

や
観
光
の
振
興
に
関
す
る
業
務
を
扱
っ

て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
商
工
業

の
支
援
に
関
す
る
業
務
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。
県
の
融
資
制
度
や
企
業
支

援
制
度
の
ご
案
内
、
経
営
革
新
計
画
の

承
認
等
、
お
気
軽
に
ご
利
用
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
北
部
産
業
労
働
セ
ン

タ
ー
秩
父
支
所
☎
23

－

７
８
８
１

ご
存
じ
で
す
か

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業

　

〜
４
月
か
ら
奨
励
金
支
給
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
〜

10　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
で
は
、
就
職
を

希
望
す
る
「
対
象
労
働
者
」
を
対
象
と

し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
主
に
対
す
る
奨
励
金
が

４
月
か
ら
月
額
４
０
，
０
０
０
円
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
特
徴

•
対
象
労
働
者
を
短
期
間
（
原
則
３
か

月
）
試
行
的
に
雇
い
、
適
正
や
業
務

遂
行
能
力
を
見
極
め
、
本
採
用
す
る

か
ど
う
か
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
試
行
期
間
中
企
業
と
労
働
者
相
互
理

解
を
深
め
、
そ
の
後
の
雇
用
の
き
っ

か
け
作
り
が
計
れ
ま
す
。

•
雇
用
主
に
対
し
奨
励
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
月
額
４
０
，
０
０
０
円
、

最
大
３
か
月
間
）

•
対
象
労
働
者
に
と
っ
て
も
希
望
す
る

求
人
へ
の
就
職
の
可
能
性
が
拡
大
し
、

仕
事
上
の
実
務
能
力
も
向
上
す
る
と

と
も
に
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
中
の
努

力
に
よ
り
本
採
用
へ
の
道
が
開
け
ま

す
。

対
象
労
働
者
と
は

　

45
歳
以
上
65
歳
未
満
の
中
高
年
齢
者
、

35
歳
未
満
の
若
年
者
、
母
子
家
庭
の
母

等
、
障
が
い
を
も
つ
方
、
日
雇
労
働
者

　

そ
の
他
要
件
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

羊
山
公
園
計
画
区
域
変
更

　
　
　
　
　
　

に
関
す
る

　

住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

11　

都
市
計
画
法
第
16
条
第
１
項
に
基
づ

き
、
羊
山
公
園
の
計
画
区
域
変
更
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
、
広
く
皆
さ
ん
の
意

見
を
拝
聴
す
る
た
め
、
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
18
日
㈬
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階
第
１

会
議
室

対　

象　

一
般

問
い
合
わ
せ　

公
園
課

　

☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）



37

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
求

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
就
職
に
役
立
つ
情
報
や
面
接
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
就
職
活
動
の
た
め
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

12

４
・
５
月
の

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク
で
は
、

　

一
般
求
人
情
報
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

13

す
。
ま
た
、
吉
田
総
合
支
所
で
も
、

常
時
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

以
上
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

　

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

☎
24

－

５
２
２
２

　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

と　　き ところ 内　　　　　　容 定員
４／18㈬ 
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

履歴書・職務経歴書の書
き方（座学） 15人

４／20㈮ 
13:30～16:30 ハローワーク秩父 履歴書・職務経歴書の書

き方（演習） 15人
４／23㈪ 
13:30～15:30 吉田総合支所 就職を成功させるために

（座学） 15人
４／25㈬ 
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

面接対策・就職の心得（座
学） 15人

５／９㈬ 
13:30～16:30 ちちぶパートバンク

履歴書・職務経歴書の書
き方（演習） 15人

５／11㈮ 
14:00～16:00 ハローワーク秩父 中高年齢者の求職活動に

ついて（座学） 20人
５／14㈪ 
13:30～15:30 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書

き方（座学） 15人
５／16㈬ 
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

自己分析とセールスポイ
ントの見つけ方（座学） 15人

旧
秩
父
駅
舎
を

無
料
休
憩
所
と
し
て

開
館
し
ま
す

14　

秩
父
市
や
す
ら
ぎ
の
丘（
聖
地
公
園
）

内
に
移
築
し
て
あ
る
旧
秩
父
市
立
民
俗

博
物
館
旧
秩
父
駅
舎
を
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に
無
料
休
憩
所
と
し

て
開
館
し
ま
す
。

　

室
内
に
は
、
秩
父
鉄
道
関
係
資
料
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
期
間　

４
月
28
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

15
５
月
15
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

高
橋
組
会
社
内

（
高
橋
組
）

５
月
17
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

秩
父
駅
構
内
（
秩

父
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ

Ｐ
会
）

第
28
回
秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
！

と　

き　

５
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
、
５
月
27
日

㈰
に
延
期
）

と
こ
ろ　

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ

ウ
ン
ド

出
店
料　

一
般
３
，０
０
０
円
、業
者
・

飲
食
販
売
５
，
０
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
10
日
㈫
〜
５
月
14
日
㈪

先
着
１
０
０
店
舗
ま
で

申
込
方
法

①
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
直
接
申
込

む
場
合

　

月
曜
〜
金
曜
の
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
の
間
に
左
記
の

場
所
に
て
受
付
。

•
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
生
活
衛
生
課

（
各
総
合
支
所
で
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

•
有
隣
興
業
㈱

②
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
む
場
合

　

有
隣
興
業
㈱
ま
で
、
所
定
の
用
紙
で

申
込
み
（

22

－

５
７
６
４
）

※
所
定
の
用
紙
は
生
活
衛
生
課
、
有
隣

興
業
㈱
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

有
隣
興
業
㈱
サ
ー
ビ
ス
事
業

16

部
（
秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行

委
員
会
事
務
局
）
☎
22

－

１
３
４
９

22

－

５
７
６
４

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

市
民
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
余
暇
を
利
用
し
て
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
14

か
所
、
１
９
６
区
画
の
市
民
農
園
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
規
模
は
、

１
区
画
１
０
０
㎡
、
年
間
利
用
料
は
３
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
区
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。
農
業

振
興
課
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
農
園

•
中
村
町
（
１
区
画
）

•
金
室
町
（
２
区
画
）

•
別　

所
（
12
区
画
）

•
山　

田
（
11
区
画
）

•
黒　

谷
（
８
区
画
）

※
農
園
の
場
所
は
、
農
業
振
興
課
窓
口

で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

17

農
地
所
有
者
の
方
へ

貸
出
農
地
を
募
集
し
ま
す

18　

市
民
農
園
と
し
て
市
に
貸
し
て
い
た

だ
け
る
農
地
を
募
集
し
ま
す
。
所
有
の

農
地
で
不
耕
作
の
場
所
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

以
上
問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
１
０
（
直
通
）
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ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

20　

姉
妹
都
市
の
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
（
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
か
ら
、

こ
の
夏
、
親
善
訪
問
団
が
秩
父
市
を
訪

問
し
ま
す
。
期
間
は
７
月
下
旬
か
ら
８

月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
訪
問
団
受
け
入

れ
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

•
宿
泊
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
方

•
訪
問
団
と
交
流
し
た
い
方
（
一
緒
に

遊
ぶ
、
買
い
物
に
行
く
、
日
本
文
化

〜
華
道
や
茶
道
、
書
道
な
ど
〜
を
体

験
さ
せ
た
い
、
な
ど
）

•
通
訳
と
し
て
手
伝
え
る
方

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会

と　

き　

４
月
24
日
㈫
午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

※
今
後
は
、
訪
問
団
の
受
け
入
れ
に
役

立
つ
英
会
話
教
室
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会
副
会
長　

関
根

　

☎
23

－

１
８
１
８
（
武
蔵
屋
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ワ
リ
ン
ガ
ー
市

派
遣
高
校
生
募
集

19日　

程　

８
月
上
旬
〜
下
旬
の
２
週
間

募
集
人
数　

７
人

応
募
条
件

•
市
内
在
住
で
協
調
性
、
自
立
性
お
よ

び
意
欲
が
あ
り
健
康
で
あ
る
こ
と
。

•
英
検
２
級
程
度
の
英
語
力
が
あ
る
こ

と
。

•
帰
国
後
、
研
修
の
体
験
を
生
か
し
、

地
域
や
学
校
で
率
先
し
て
活
動
が
で

き
る
こ
と
。

•
保
護
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

活　

動　

ワ
リ
ン
ガ
ー
市
民
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現
地
の
高
校

へ
体
験
入
学
し
ま
す
。

必
要
経
費　

航
空
運
賃
、
授
業
料
等
の
３

割
（
航
空
運
賃
、
授
業
料
等
の
７
割
は

市
で
負
担
し
ま
す
。）

※
旅
券
取
得
費
用
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

申
込
締
切　

５
月
10
日
㈭

そ
の
他　

申
請
用
紙
の
配
布
、
申
込
方

法
、
選
考
等
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－
５
２
０
０
（
直
通
）

荒
川
公
民
館

講
座
受
講
生
募
集

21①
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
曲
に
合
わ
せ
体
を

動
か
し
ま
す
。
あ
ま
り
激
し
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

５
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、

６
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日
、

７
月
６
日
、
13
日
の
各
金
曜
日
（
全
10

回
）、
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

講　

師　

高
野
和
美
先
生

定　

員　

25
人

会　

費　

１
，
０
０
０
円

対　

象　

40
歳
か
ら
50
歳
代
の
方

持
ち
物　

室
内
履
き
、タ
オ
ル
、飲
み
物

②
初
級
ヨ
ガ
教
室

と　

き　

５
月
８
日
、
15
日
、
22
日
、

29
日
、
６
月
12
日
、
19
日
、
26
日
、
７

月
３
日
、10
日
、17
日
の
各
火
曜
日
（
全

10
回
）、
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

講　

師　

勅
使
河
原
文
子
先
生

定　

員　

25
人

会　

費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

③
写
し
な
が
ら
歩
く
秩
父
路
講
座

　

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ハ

イ
キ
ン
グ
の
仕
方
や
カ
メ
ラ
の
技
法
を

学
び
ま
す
。

と　

き
・
と
こ
ろ

•
５
月
18
日
㈮
午
前
９
時
〜
正
午

ハ
イ
キ
ン
グ
の
た
め
の
講
座　

荒
川

公
民
館
生
涯
学
習
室

•
５
月
25
日
㈮　

琴
平
コ
ー
ス

•
６
月
は
両
神
菖
蒲
園
コ
ー
ス
、
７
月

は
長
瀞
ア
ル
プ
ス
コ
ー
ス
を
予
定

　
（
講
座
を
含
め
全
４
回
）

※
詳
細
は
申
込
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

講　

師　

新
井
靖
雄
先
生

定　

員　

15
人

費　

用　

電
車
賃
、
お
弁
当
代
等

④
男
と
女
の
料
理
教
室

と　

き　

５
月
22
日
㈫
、
６
月
26
日
㈫
、

７
月
31
日
㈫
、
８
月
28
日
㈫
、
９
月
21

日
㈮
、
10
月
30
日
㈫
、
11
月
29
日
㈭
、

12
月
18
日
㈫
、
１
月
22
日
㈫
、
２
月
26

日
㈫
の
全
10
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
50
分

と
こ
ろ　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
調
理
室

講　

師　

高
橋　

照
先
生

定　

員　

16
人

会　

費　

１
，
０
０
０
円

材
料
費　

１
回
８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
頭
巾

申
込
み　

①
②
③
の
講
座
は
４
月
20
日

㈮
ま
で
に
、
④
の
講
座
は
４
月
27
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
①
②
の
講
座
は
定
員
を
大
幅
に
超
え

た
場
合
は
抽
選
、
③
④
の
講
座
は
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

荒
川
公
民
館
☎
54

－

１
０
５
８

あ
す
な
ろ
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

と　

き　

土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
年
間
36
回
位
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

募
集
人
員　

20
人

講　

師　

守
屋
文
男 

氏
、
宮
本
み
よ

子 

氏
。
初
心
者
専
任
講
師
と
し
て
、

塩
谷 

満 

氏
、
坂
本 

隆 

氏

会　

費　

年
１
０
，
０
０
０
円

申
込
み　

４
月
21
日
㈯
ま
た
は
５
月
12

日
㈯
午
後
１
時
30
分
に
歴
史
文
化
伝
承

館
ホ
ー
ル
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

22

すべての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられました!
新築住宅は、平成18年６月１日から　既存住宅は、平成20年５月3１日までに



39

中
央
公
民
館

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

24　

小
さ
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
、
心
の
和
む

音
楽
を
奏
で
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

を
対
象
に
優
し
く
楽
し
く
学
び
ま
す
。

と　

き　

５
月
７
日
か
ら
毎
月
第
１
・

３
月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
視
聴
覚
・

音
楽
室

定　

員　

20
人

講　

師　

安
藤
隆
幸 

氏

会　

費　

３
か
月
４
，
０
０
０
円

温
水
プ
ー
ル

教
室
参
加
者
募
集

26

青
年
手
芸
教
室受

講
者
募
集

　

手
編
み
の
セ

ー
タ
ー
や
ベ
ス

ト
、
ビ
ー
ズ
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
、
世
界
で

一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
８
日
〜
11
月
20
日
、
原

則
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
（
全
15
回
）、

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

対　

象　

勤
労
青
少
年

定　

員　

20
人

会　

費　

２
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

申
込
み　

４
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
22

－

０
４
２
０

23

申
込
み　

４
月
25
日
㈬
ま
で
に
中
央
公

民
館
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

中
央
公
民
館

い
や
し
の
初
心
者

フ
ラ
メ
ン
コ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

25と　

き　

５
月
15
日
、
22
日
、
29
日
、

６
月
12
日
、
19
日
、
26
日
以
降
月
３
回

程
度
火
曜
日
に
実
施
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
全
31
回
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
多
目
的
室

定　

員　

30
人

講　

師　

赤
岩
智
恵
子 

氏

参
加
費　

月
１
，
５
０
０
円

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装
、
靴
は
運

動
靴

申
込
み　

４
月
27
日
㈮
ま
で
に
中
央
公

民
館
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）●

背
泳
ぎ
水
泳
教
室

と　

き　

４
月
27
日

〜
５
月
25
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
５
回
）、

午
前
10
時
〜
正
午

対　

象　

ク
ロ
ー
ル

の
で
き
る
成
人
男
女

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

10
人

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

●
初
心
者
ク
ロ
ー
ル
水
泳
教
室

と　

き　
５
月
７
日
〜
６
月
25
日
の
毎
週

月
曜
日
（
全
８
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

対　

象　

成
人
男
女

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

10
人

講　

師　

秩
父
市
水
泳
連
盟
指
導
員

●
ア
ク
ア
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

癒い
や

し
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
と
水
中
歩
行
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

と　

き　

５
月
10
日
〜
31
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
４
回
）、
午
後
１
時
〜
３
時

対　

象　

成
人
男
女

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

20
人

講　

師　

東
京
体
育
機
器
株
式
会
社

　
　
　
　

市
川
和
子
先
生

申
込
み　

い
ず
れ
も
、
４
月
15
日
㈰
か

ら
参
加
費
を
添
え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
予

約
可
）

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室

参
加
者
募
集

27　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

人
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

と　

き　

５
月
15
日
、
22
日
、
29
日
、

６
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
の
各

火
曜
日
（
全
７
回
）、
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
４
会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
外
国
人

内　

容　

日
本
語
の
初
歩
〜
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
文
法
な
ど
）

定　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

講　

師　

増
井
ま
ゆ
み
先
生

申
込
み　

５
月
９
日
㈬
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

中
央
公
民
館
主
催
講
座

初
め
て
学
ぶ
中
国
語
教
室

参
加
者
募
集

28　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
楽
し
く
中
国

語
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

５
月
26
日
、
６
月
２
日
、
９

日
、
16
日
、
23
日
、
30
日
、
７
月
７
日
、

14
日
、
21
日
、
28
日
、
８
月
11
日
、
18

日
、
９
月
15
日
、
22
日
、
29
日
、
10
月

６
日
、
13
日
、
20
日
、
11
月
17
日
、
24

日
（
す
べ
て
土
曜
日
・
全
20
回
）、
午

後
３
時
30
分
〜
５
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室
１

定　

員　

20
人

講　

師　

大
東
文
化
大
学
中
国
語
学
科

　
　
　
　

講
師　

小
林
光
考 

氏

参
加
費　

４
，
０
０
０
円
（
Ｃ
Ｄ
付
き

教
科
書
代
含
む
）

申
込
み　

５
月
９
日
㈬
ま
で
に
中
央
公

民
館
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

平成19年　勤労青少年の標語
『「スタート」は君が「思う」とき。いつでも！何度でも！』
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若
い
カ
ッ
プ
ル
が
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を

乗
り
越
え
、
子
育
て
を
通
し
て
成
長
し
て

い
く
姿
を
描
い
た
楽
し
い
映
画
で
す
。

映
画
上
映
会

「
ダ
ブ
ル
シ
フ
ト
〜

パ
パ
の
子
育
て
奮
闘
記
」

30

い
ち
ご
摘
み
と

手
作
り
ジ
ャ
ム
作
り
体
験

参
加
者
募
集

29と　

き　

５
月
13
日
㈰
、
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館
・
い
ち
ご

生
産
農
家

内　

容　

９
時
30
分
吉
田
総
合
支
所
集

合
↓
い
ち
ご
生
産
農
家
↓
石
間
交
流
学

習
館
で
昼
食
、
手
作
り
ジ
ャ
ム
作
り
体
験

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

費　

用　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
）

申
込
み　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
４
月
27
日
㈮
ま

で
に
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９

－
１

５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５

－

２　

☎

72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９
）
へ
。

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
映
画
・
字
幕
）

と　

き　

５
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

申
込
み　

４
月
16
日
㈪
か
ら
市
民
生
活

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。（
定
員

３
０
０
人
に
な
り
次
第
締
切
）

※
１
歳
半
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
無
料
で
託
児
し
ま
す
。

　

５
月
７
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
ご
来
場
の
際
は

な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

「ダブルシフト～
パパの子育て奮闘記」

第
28
回
奥
秩
父

三
峰
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

新
緑
の
ま
ぶ
し

い
三
峰
路
。
箱
根

駅
伝
５
区
山
登
り

を
思
わ
せ
る
急
坂

コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

31

と　

き　

６
月
10
日
㈰
雨
天
決
行

受　

付　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

開
会
式　

午
前
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
（
10
㎞
・
４
㎞
）

と
こ
ろ　

大
滝
二
瀬（
秩
父
湖
）駐
車
場

種　

目

第
１
部
（
10
㎞
・
二
瀬
駐
車
場
〜
三
峰

山
駐
車
場
）　

一
般
男
子
の
部
・
一
般

女
子
の
部
・
壮
年
男
子
の
部

第
２
部
（
４
㎞
・
二
瀬
駐
車
場
〜
雲
取
森

林
管
理
道
入
口
）　

一
般
男
子
の
部
・
一

般
女
子
の
部
・
壮
年
男
子
の
部
・
中
学
生

男
子
の
部
・
中
学
生
女
子
の
部

参
加
費　

一
般
２
，
０
０
０
円
、
中
学

生
・
高
校
生
１
，
０
０
０
円

表　

彰　

各
部
門
１
位
〜
６
位
賞
状
・

記
念
品
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

申
込
み　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
申
込
用
紙
（
郵
便

振
替
）
が
あ
り
ま
す
。（
５
月
10
日
㈭

消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ　

大
滝
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

平
成
19
年
度
ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
の

開
講
式
な
ら
び
に
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

公
開
講
座
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
も
活
躍
中
の
加
来
耕
三
氏
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

加
来
耕
三
氏
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

32

〜
４
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

内　

容　

講
演
会

演
題　
「
歴
史
に
学
び
、
未
来
を
読
む
」

講
師　

歴
史
家
･
作
家　

加
来
耕
三 

氏

申
込
み　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

埼
玉
２
０
０
７

「
今
」
を
生
き
る

　

〜
い
の
ち
を
学
び
、
い
の
ち
を
伝
え
る
〜

33　

い
ま
一
度
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
全

体
で
「
命
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

６
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容

第
１
部　
「
い
の
ち
の
授
業
〜
い
の
ち

の
学
び
〜
」（
仮
）

講　

師　

日
野
原
重
明 

氏
（
聖
路
加
国

際
病
院
理
事
長
）

第
２
部　
「
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
教

育
〜
い
の
ち
を
伝
え
る
〜
」（
仮
）

講　

師　
高
橋
史
朗 

氏（
明
星
大
学
教
授
）

定　

員　

２
０
０
人
（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

ふ
る
さ
と
創
造
課
（
☎
22

－

２
８
２
３

24

－

７
２
７
２　

Ｅ
メ
ー
ルfu

ru
sa
to

@
city.ch

ich
ib
u
.lg
.jp

）
ま
で
。

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。
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武
甲
山
資
料
館

チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
・

植
物
写
真
を
展
示
し
ま
す

34　

武
甲
山
に
生
息
す
る
貴
重
な
植
物
の

「
チ
チ
ブ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
」
を
、
開
花
期

間
に
限
り
特
別
展
示
し
ま
す
。

展
示
予
定
時
期
・
期
間

　

４
月
中
旬
の
約
１
週
間

※
天
候
に
よ
り
展
示
期
間
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資
料
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

武
甲
山
の
植
物
写
真
展

　

武
甲
山
植
物
群
保
護
対
策
推
進
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
、
武
甲
山
に
自
生
す

る
春
の
植
物
写
真
を
５
月
31
日
㈭
ま
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　

火
曜
日

～お知らせ～
と　　き 内　　　容 会　場

４月21日㈯
～30日㈪

『ゆらぎの心象展』
　～絵画・工芸作品～
※最終日は午後３時まで

展示室１･２

５月４日㈮
～13日㈰

≪井上伝蔵油彩展≫
※最終日は午後４時まで 展示室１･２

毎週金曜日
午前９時30分～ 赤岩智恵子『絵画教室』 会議室３

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月3日の６日間）
開館時間　午前９時～午後５時

各種作品展などに芸術文化会館を
ご利用ください

　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場として展示
室の貸し出しや、制作活動・企画会議の場として会議室
の貸し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひご利用
ください。なお、詳細は下記までお問い合わせください。
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

35

入
館
料　

一　
　

般　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　
　

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

武
甲
山
資
料
館

　

☎
24

－

７
５
５
５

椿
森
の
春
大
祭
で

秩
父
歌
舞
伎
芝
居
を

上
演
し
ま
す

36　

平
成
17
年
に
復
活
し
た
椿
森
春
大
祭

（
上
影
森
・
諏
訪
神
社
）
で
の
秩
父
歌

舞
伎
芝
居
を
今
年
も
上
演
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
29
日
㈰
（
昭
和
の
日
）

付
祭
（
歌
舞
伎
芝
居
等
）
正
午
〜

と
こ
ろ　

上
影
森
諏
訪
神
社
境
内
（
市

指
定
文
化
財
・
諏
訪
神
社
附
設
舞
台
）

内　

容　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
に
よ
る

歌
舞
伎
芝
居
上
演
等

演　

目　

奥お
う

州し
ゅ
う

安あ

達だ
ち

原が
は
ら　

三さ
ん

段だ
ん

目め

、
袖そ

で

萩は
ぎ

祭さ
い

文も
ん

之の

場ば

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
事
務
局

　

関
根
☎
23

－
２
３
７
６

　

市
民
会
館
で
は
自
主
事
業
の
一
環
と

し
て
、
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。
秩
父
の
春
の
訪
れ
を
吹
奏
楽
と

共
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
３
日
㈭
午
前
９
時
30
分

開
場
、
10
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
演
予
定
団
体　

秩
父
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、秩
父
郡
市
内
外
の
中
学
校
・

高
校
の
吹
奏
楽
部

入
場
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

　

☎
24

－

６
０
０
０

第
２
回　

秩
父
吹
奏
楽
祭

37

第
５
回
子
ど
も
の
放
課
後
を

　
　

豊
か
に
す
る
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

「
マ
リ
ン
バ
・

　

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

38と　

き　

５
月
12
日
㈯
午
後
３
時
30
分

開
場
、
４
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

内　

容　

富
田
紗
規
子
さ
ん
、
柴
田
直

美
さ
ん
に
よ
る
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
マ
リ
ン
バ
の
コ
ン
サ
ー
ト

曲　

目　

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
剣
の
舞
、

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
、
道

化
師
の
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
ほ
か

入
場
料　

２
，
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

岩
田
豆
腐
店
、
岡
部
医
院
、

茶
房
木
亭
、
秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス
、
タ

カ
ハ
シ
サ
イ
ク
ル
中
町
店
・
宮
地
店

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人
く
わ
の
実
会

障
害
者
活
動
セ
ン
タ
ー
・
キ
ッ
ク
オ
フ

　

☎
24

－

５
０
０
４

ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
さ
い
た
ま

２
０
０
７

　

毎
年
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

今
年
は
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
市
町
村
の
ほ
か
、
全
国
の
花
植

木
関
連
団
体
な
ど
が
参
加
し
、
埼
玉
県

の
花
植
木
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰

と
こ
ろ　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

内　

容　

メ
イ
ン
展
示
「
ド
リ
ー
ム
ガ

ー
デ
ン
」、
花
い
っ
ぱ
い
咲
い
た
ま
Ｐ

Ｒ
展
示
、
全
国
花
自
慢
、
ゆ
り
物
語
、

フ
ラ
ワ
ー
＆
グ
リ
ー
ン
等

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
み
ど
り
の
窓
口
、

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
実
行

委
員
会
事
務
局
（
埼
玉
県
生
産
振
興
課
）

入
場
料　

※
小
学
生
以
下
無
料

問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
埼
玉

県
生
産
振
興
課
）
☎
０
４
８

－

８
３
０

－

４
３
８
１
・
４
１
５
３

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
06/

B
Q
00/hanaueki/jff -saitam

a.htm
l

39
券　
　

種

大　

人

中
・
高
生

前　
　

売

１
，
０
０
０
円

８
０
０
円

当　
　

日

１
，
５
０
０
円

１
，
０
０
０
円

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。
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つ
ど
い
の

広
場
は
、
お

母
さ
ん
同
士

で
お
し
ゃ
べ

り
を
し
た
り
、

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
遊
ん

だ
り
気
ま
ま

に
参
加
で
き

る
楽
し
い
場
所
で
す
。 

対　

象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
お
休
み
）

会　

場　

秩
父
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

40

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

家
庭
倫
理
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
家
庭
を
よ
く
す
る
」

　

〜
優
し
い
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
〜

41と　

き　

５
月
27
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

１
，
０
０
０
円
（
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会
埼
玉
北
部　

加
藤
☎
０
９
０

－
４
８
２
５

－

４
７
８
８

多
重
債
務
者
を
な
く
す
た
め
の

講
演
会
・
相
談
会

　
「
借
金
の
こ
と
は
必
ず
解
決
す
る
」

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演

会
・
相
談
会
で
す
。
当
日
午
後
1
時
か

ら
、
多
重
債
務
者
掘
り
起
こ
し
の
た
め

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
椋
神
社
で
出
発

式
を
行
い
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が

相
談
窓
口
へ
と
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

全
国
へ
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。
そ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
15
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
１
・
２
会

議
室

内　

容　
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
他
の
講

演
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会

問
い
合
わ
せ　

高
金
利
引
き
下
げ
全
国
連
絡

会
埼
玉
実
行
委
員
会

42

　

☎
０
４
８

－

７
７
５

－
５
８
９
２

　

埼
玉
司
法
書
士
会
秩
父
支
部

　

☎
23

－

０
０
８
７

埼
玉
司
法
書
士
会
秩
父
支
部
主
催

公
開
講
演
会

　
「
上
手
な
近
所

付
き
合
い
の
方
法
」

＝
境
界
争
い
を
防
止
す
る
た
め
に
＝

43と　

き　
４
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
５
階
会

議
室

内　

容　
質
問
と
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

講　

師　

朝
川
国
夫 

氏
（
埼
玉
司
法
書

士
会
秩
父
支
部
会
員
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
司
法
書
士
会
秩
父
支
部

　

☎
23

－

０
０
８
７

救
急
法
基
礎
講
習
と

救
急
員
養
成
講
習

連
続
講
習
会

44　

け
が
人
、
急
病
人
の
応
急
手
当
の
方

法
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

と　

き　

５
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
基
礎
講
習
）

　

５
月
27
日
㈰
、
６
月
２
日
㈯
、
３
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
養
成
講
習
）

※
初
日
に
実
施
す
る
基
礎
講
習
の
検
定

に
合
格
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
養

成
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

30
人

費　

用　
３
，０
０
０
円
（
教
本
･
教
材
費
）

指
導
者　
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

※
日
本
赤
十
字
社
か
ら
、
基
礎
講
習
検

定
合
格
者
に
は
『
救
急
法
基
礎
講
習

修
了
者
認
定
証
』
が
、
養
成
講
習
検

定
合
格
者
に
は
『
救
急
法
救
急
員
認

定
証
』
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
込
み　

社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

ち
ち
ぶ
健
康
講
座

坂
元
先
生
の
う
つ
講
座

　

―
 

精
神
科
臨
床
の
現
場
か
ら ―

45　
「
う
つ
」
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や

対
処
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き　

４
月
27
日
㈮
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
（
午
後
６
時
開
場
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
会
議
室

講　

師　

東
京
女
子
医
科
大
学
医
学
部

　
　
　
　

坂
元
薫
助
教
授

対　

象　
「
う
つ
」
に
関
心
の
あ
る
方

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

秩
父
中
央
病
院　

菊
池
・
山

崎　

☎
24

－

５
５
５
１

第
75
回
秩
父
演
劇
鑑
賞
会

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ
の
詩
と

母
の
も
の
が
た
り　

音
楽
劇
「
母
さ
ん
」

と　

き　

４
月
20
日
㈮
午
後
６
時
開
場
、

６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
，
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ

問
い
合
わ
せ　

秩
父
演
劇
鑑
賞
会
事
務
局

（
喫
茶
グ
レ
ー
内
）
☎
25

－

１
５
４
１

46

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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市
民
ク
レ
ー
射
撃

初
心
者
教
室

と　

き　

５
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃

場
（
現
地
集
合
）

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

無
料
（
ク
レ
ー
代
、
保
険
料

等
は
自
己
負
担
）

定　

員　
20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

47と　

き　

５
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
か
ら
受
付

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃

場
（
現
地
集
合
）

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
１
０
０
個

撃
ち
）

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

賞　

典　

参
加
賞
、
入
賞
、
と
び
賞

定　

員　
36
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

以
上
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局　

　

横
道
泰
典
宅
☎
24

－
６
２
６
４

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

48

第
８
回　

Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

２
０
０
０

　

全
国
各
地
か
ら
、
バ
イ
ク
愛
好
者
が

集
ま
る
オ
ー
ト
バ
イ
の
祭
典
で
す
。
キ

ャ
ン
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
革
製

品
・
シ
ル
バ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
バ
イ
ク

パ
ー
ツ
・
飲
食
店
等
約
１
０
０
店
舗
）

を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
９
時
、
15
日
㈰
午
前
８
時
〜
午
後
２

時と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
）

入
場
料　

14
日
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

15
日
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ　

Ｗ
Ａ
Ｖ

Ｅ　

２
０
０
０
本
部
事
務
局　

島
崎

　

☎
０
９
０

－

１
４
３
７

－

６
７
１
０

　

秩
父
事
務
局　

山
口
☎
24

－

１
４
３
４

　

☎
０
９
０

－

３
１
３
７

－

０
９
６
２

50

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ーの催

し

●
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー

「
は
じ
め
て
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

と　

き　

５
月
３
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

「
は
じ
め
て
の
不
思
議
な
生
き
も
の
」

　

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
生
き
も
の
探
し

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

５
月
４
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

「
は
じ
め
て
の
山
・
沢
あ
る
き
」

と　

き　

５
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

対　

象　

親
子

定　

員　

各
回
５
組

参
加
費　

各
回
１
組
５
，
０
０
０
円

申
込
み　

各
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ナ
イ
ト
ア
ニ
マ
ル
ツ
ア
ー
」

　

夜
の
野
生
動
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

と　

き　

５
月
３
日
㈭
、
４
日
㈮
、
５

日
㈯
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

対　

象　

一
般

定　

員　

10
人

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

52

申
込
み　

当
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
里
山
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク

　

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
一
緒
に
春
を

見
つ
け
に
行
こ
う
。

と　

き　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
休
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

対　

象　

一
般

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

●
４
月
の
館
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
葉
っ
ぱ
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」

　
「
松
皮
あ
〜
と
」

　

毎
日
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費　

材
料
費

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

●
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ 

　

テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
野
外
で
の
生
活

を
体
験
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
27

日
㈰
午
後
１
時
（
１
泊
２
日
）

参
加
費　

４
，
０
０
０
円
程
度

対　

象　

小
学
生
以
上   

51

定　

員　

50
人
（
抽
選
）     

申
込
み　

５
月
１
日
㈫
〜
11
日
㈮
に
、

往
復
は
が
き
（
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
を
明
記
）
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井

戸
３
６
７　

☎
66

－

０
１
７
７

　

市
の
鳥
「
オ
オ
ル
リ
」
を
じ
っ
く
り

観
察
し
よ
う
。

と　

き　

５
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
２
時
、午
前
９
時
浦
山
口
駅
集
合（
雨

天
中
止
）

と
こ
ろ　

橋
立
川
流
域

募
集
人
員　

30
人

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

双
眼
鏡
、
筆
記
用
具
、
昼
食
、

飲
み
物
な
ど

申
込
み　

秩
父
愛
鳥
会　

加
藤

　

☎
22

－

３
２
７
８

秩
父
愛
鳥
会
主
催

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

「
オ
オ
ル
リ
」
を
観
る
集
い

53

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

と　

き　

５
月
10
日
〜
31
日
の
毎
週
木

曜
日
（
計
４
日
間
）
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

参
加
費　

無
料

対　

象　

健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

服　

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

な
ぎ
な
た
初
心
者
教
室

49

申
込
み　

当
日
会
場
に
て
受
付

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

　

な
ぎ
な
た
連
盟　

松
澤 

光
宅

　

☎
23

－

１
７
３
５
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平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）診療時間（午後７時30分～１０時）

●
竹
細
工
と
手
打
ち
う
ど
ん
の
つ
ど
い

と　

き　

５
月
12
日
㈯
午
後
１
時
〜
13

日
㈰
午
後
３
時
（
１
泊
２
日
）

対　

象　

親
子
ま
た
は
18
歳
以
上
の
方

参
加
費　

３
，
６
０
０
円
（
小
学
生
未

満
３
，０
０
０
円
、３
歳
以
下
８
０
０
円
）

定　

員　

30
人
（
先
着
10
組
）

申
込
締
切　

５
月
５
日
㈯

●
雑
木
林
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ⅱ

と　

き　

５
月
16
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

対　

象　

主
と
し
て
中
高
年
の
方

参
加
費　

９
０
０
円

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

５
月
９
日
㈬

会　

場　

い
ず
れ
も
青
少
年
総
合
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
電
車
の
場
合
は
芦
ヶ

久
保
駅
集
合（
無
料
送
迎
あ
り
）、車
の

場
合
は
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
集
合
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
４
６
３

埼
玉
県
青
少
年
総
合

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し

54

み
ど
り
の
村
の
催
し

55●
み
ど
り
の
村
祭
り

と　

き　

５
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内　

容　

農
産
物
の
販
売
、
ぞ
う
り
作

り
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

５
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人

申
込
み　

５
月
11
日
㈮
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
（
そ
ば
打

ち
）・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
記
入
し
左
記
へ
。

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、藤岡
多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）の
ホームページで確認できます。

４
月
15
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（脳外･内）

熊木町
永田町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎21－2330
☎23－0611
☎52－3121

４
月
22
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
秩 父 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（内･小･リウマチ）

熊木町
小鹿野町
宮側町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎75－0020
☎22－3022
☎24－3111

４
月
29
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎23－1300
☎75－2332
☎24－1234

４
月
30
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
皆 野 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（内･小）

（内･小）

熊木町
本 町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎62－6300
☎52－2253

５
月
３
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
小 鹿 野 中 央 病 院
深 沢 内 科 病 院

（内･小）
（内･小）

（　内　）

熊木町
本 町
小鹿野町
藤岡市上戸塚

☎23－8561
☎25－2711
☎75－2332
☎22－6555

５
月
４
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･外）

熊木町
長瀞町
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎52－3121

５
月
５
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎23－1300
☎75－2332
☎24－3111

５
月
６
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
皆 野 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･呼）

熊木町
小鹿野町
皆野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－7447
☎62－6300
☎24－1234

５
月
13
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
秩 父 市 立 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（外･内）

（内･小）

熊木町
下影森
桜木町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－1801
☎23－0611
☎52－2253

●
大
血
川

と　

き　

４
月
14
日
㈯
、
17
日
㈫
、
６

月
16
日
㈯
、
19
日
㈫
、
７
月
17
日
㈫
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

自
由
見
学
日

２
０
０
７
春
〜
夏

56

時
ま
で
）

受
付
場
所　

秩
父
演
習
林
大
血
川
作
業
所

内　

容　

東
谷
渓
谷
沿
い
の
林
道
、
歩

道
（
往
復
４
㎞
）
の
自
由
散
策

参
加
費　

無
料

●
栃　

本

と　

き　

５
月
12
日
㈯
、
15
日
㈫
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後
２
時

ま
で
）

受
付
場
所　

秩
父
演
習
林
入
川
林
道
ゲ
ー

ト内　

容　

入
川
林
道
（
約
７
㎞
）
と
入

川
軌
道
跡
の
自
由
散
策

参
加
費　

無
料

※
雨
天
な
ど
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

東
京
大
学
秩
父
演
習
林

　

☎
22

－

０
２
７
２

　

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

の
夜
間
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
午

後
10
時
ま
で
小
児
科
の
一
次
（
初

期
）
救
急
医
療
を
秩
父
市
立
病
院

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
の
当
直
医
師
も
し
く

は
秩
父
郡
市
医
師
会
の
先
生
に
よ

り
診
察
し
ま
す
が
、
必
ず
し
も
小

児
科
専
門
医
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
立
病
院

　

☎
23

－

０
６
１
１

平
日
夜
間
小
児

初
期
救
急
の
お
知
ら
せ
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●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●健康相談
　（吉田）

●健康相談・育
　児相談（大滝）

●4か月児･10
　か月児健診、
　BCG予防接種
　（吉田）

●言語リハビリ
　教室（秩父）

●10か月児健診
　（秩父）

●４か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）
●健康相談
　（荒川）

●BCG予防接種
　（秩父）
●親子ふれあい
　教室（吉田）
●言語リハビリ
　教室（荒川）

●胃がん検診
　（秩父・大滝）

●胃がん検診
　（秩父）

●胃がん検診
　（秩父・吉田）
●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい
　教室（荒川）

●乳・子宮がん検診（秩父）
●胃がん検診
　（吉田・荒川）
●１歳６か月・３
　歳児健診・歯み
　がき教室（荒川）

●乳・子宮がん検診（秩父）
●言語リハビリ教室（吉田）
●親子ふれあい教室（大滝）
●胃がん検診（荒川） 

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●胃がん検診
　（秩父）

●胃がん検診
　（秩父）

●育児相談
　（秩父）
●三種混合予防
　接種（秩父）

●胃がん検診（秩父）
●３歳児健診（秩父）
●親子ふれあい教室（荒川）
●骨密度健康相談（荒川）
●乳・子宮がん検診（荒川）

●胃がん検診
　（秩父）
●育児相談
　（吉田）
●ポリオ予防接種
　（荒川）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）
●健康相談・育
　児相談（大滝）

●胃がん検診
　（秩父）
●育児相談
　（荒川）

●両親学級１日目
　（秩父）
●1歳6か月・3
　歳児健診（吉田）
●親子ふれあい
　教室（大滝）

●言語リハビリ
　教室（秩父）
●乳・子宮がん
　検診（吉田）

●10か月児健診
　（秩父）
●骨密度健康相談
　（吉田）

●４か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）
●健康相談
　（荒川）

●乳・子宮がん
　検診（秩父）

●歯みがき教室
　（秩父）

※詳細については、今月号30・31ページおよび３月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成19年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

４/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 ５/１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

４月
５月

保健センター
カレンダー

振替休日昭和の日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日



発
行
所
　
秩
父
市
役
所
　
電
話
 0494－22－2211（

代
表
）

　
　
　
　
〒
368－8686  埼

玉
県
秩
父
市
熊
木
町
 8 番

15号
こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し

再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

2007年
4月
号

　３月17日、荒川日野地区の弟富士周辺でハ
イキングといちご狩り、荒川農村環境改善セ
ンターでそば打ち体験が行われました。
　これは、県内の方に秩父の魅力を知っても
らおうと開催されたもので、定員を大幅に超
える申込みで抽選となるほどの人気となりま
した。
　当日は穏やかな天候に恵まれ、参加者の皆さ
んは咲き始めたばかりのカタクリの花を見なが
らのハイキングや、旬のいちご狩り、そば打ち
体験と有意義なひとときを過ごしました。

　２月２日～４日に、栃木県日光市で行われ
た関東高等学校スピードスケート競技会で、
秩父農工科学高校２年の堀口 学さん（大野
原）が男子1,500ｍ種目で優勝しました。
　堀口さんは、県内に競技用リンクがない中、
県外で合宿を行うなど練習を重ね、大会当日
のリンクコンディションの悪さにも負けず、
優勝を手にしました。
　堀口さんの更なる活躍が期待されます。

　３月７日、大滝中学校において中学生対象
の「薬物乱用防止教室」が開催されました。
　この教室は、青少年による薬物乱用を防止
するために行われたもので、秩父保健所と大
滝保健センターの保健師による講義のほか、
実際に生徒自身で実験等を行い、薬物（飲酒、
喫煙等）が体に与える影響や誘われたときの
断り方を学びました。
　秩父保健所では、青少年の意識の向上を図
り、薬物に手を出させないようこれからも啓
発を図っていきたいと話していました。

　３月11日、吉田石間の沢口地区で「福寿草
祭」が開催されました。
　沢口地区の北側斜面には、約1,000㎡の広
さに在来種が咲き誇る福寿草の自生地があり、
見ごろを迎える３月中旬に毎年地元の人たち
による福寿草祭が開催されています。
　当日は、強い北風が吹きすさぶ寒い日とな
りましたが、甘酒の無料サービスのほか、お
でんやたらし焼きなども販売され、訪れた人
たちを温かく迎えてくれました。
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◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp
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